
　大きな希望を胸に学校生活に夢を膨らます新１年生の皆さん。咲き誇る桜や芽生える若葉が
照り映えるようにいい顔をしていました。（４月12日：新野小学校にて撮影）
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本
格
的
な
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
ま

た
、
今
日
の
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化

と
い
う
背
景
も
あ
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
行
財
政
の
各
般
に
わ
た
っ
て
重
要
な
課

題
が
山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
23
年
度
に
お
い
て

も
、
市
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
多
様
な
行

政
課
題
に
的
確
・
迅
速
に
対
応
し
、
当
面
す

る
事
務
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
行
政
運
営
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
行
財
政
改
革

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
推
進
に
と
も
な
っ

て
、
職
員
総
数
は
前
年
度
と
比
較
し
て
11
人

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
組
織
機
構
に
つ
い
て
は
、

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
事
務
事
業
の
よ

り
効
率
的
・
効
果
的
な
推
進
を
図
る
観
点
か

ら
必
要
な
見
直
し
を
行
い
、
事
務
執
行
体
制

の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
業

務
の
継
続
性
等
に
も
可
能
な
限
り
配
意
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
退
職
者
数
と
の

関
係
か
ら
昨
年
同
様
、
異
動
は
比
較
的
大

き
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
人

員
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
部
署
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
を
し
、
業
務
の
円
滑

な
執
行
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

組
織
機
構
の
再
編

企
画
部
で
は
、
企
画
政
策
課
の
課
内
室
で

あ
っ
た
行
政
情
報
室
を
「
行
政
情
報
課
」

に
格
上
げ
し
、
機
能
の
充
実
強
化
を
行
う

と
と
も
に
、「
行
政
係
」「
情
報
係
」「
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
係
」
の
３
係
と
し

ま
し
た
。

総
務
部
で
は
、
庁
舎
建
設
推
進
課
を
「
庁

舎
建
設
課
」
に
、
庁
舎
建
設
推
進
係
を

「
庁
舎
建
設
係
」

と
し
、
着
工
に
向
け
た

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

市
民
安
全
局
に
、
自
衛
隊
の

立
地
推
進
と
今
後
の
連
携
を
図
る
た
め

「
自
衛
隊
係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

特
定
事
業
部
で
は
、
平
成
24
年
度
に
予
定

し
て
い
る
開
発
許
可
に
関
す
る
権
限
委
譲

に
対
応
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
「
開
発
調
整
係
」
を
新
設
し
、
技
術
職

員
２
人
を
県
の
関
係
部
局
に
派
遣
し
ま
し

た
。
下
水
道
課
に
下
水
道
の
適
正
な
維
持

管
理
を
行
う
た
め
「
管
理
係
」
を
新
設
し

ま
し
た
。

水
道
部
で
は
、
工
務
課
に
お
い
て
事
業
の

統
廃
合
に
よ
り
拡
張
第
一
係
、
拡
張
第
二

係
を
廃
し
、
工
務
係
を
「
工
務
第
一
係
」

｢

工
務
第
二
係｣

と
し
、
現
行
の
５
係
か
ら

４
係
体
制
と
し
ま
し
た
。

事
務
分
掌
関
係

　

所
属
ご
と
の
所
管
事
務
の
変
更
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
部
で
は
、
納
税
課
に
、
税
務
課
か
ら
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
事
務
局
の
庶
務
業
務
を
移
管
し
ま
し
た
。

市
民
部
で
は
、
環
境
保
全
課
に
企
画
政
策
課
か
ら
専
用
水
道

に
関
す
る
業
務
を
移
管
し
ま
し
た
。
地
域
支
援
課
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
地
域
づ
く
り
と
の
関
連
か
ら
、
地

縁
団
体
の
認
可
に
関
す
る
業
務
を
企
画
政
策
課
か
ら
移
管
し

ま
し
た
。

幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
　

全
力
を
あ
げ
て
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平
成
23
年
度
の
職
員
体
制
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

課
長
級
以
上
の
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
企
画
部

企
画
部
長　
　
　
　
　

尾
山　

勝
敏

企
画
部
理
事
・
人
事
課
長
事
務
取
扱

阿
部　

里
司

企
画
部
参
事
・
Ｉ
Ｔ
推
進
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　
　

菊
野　

和
彦

秘
書
広
報
課
長　
　
　

越
久
村
仁
司

企
画
政
策
課
長　
　
　

美
馬　

隆
司

行
政
情
報
課
長　
　
　

福
谷
美
樹
夫

■
総
務
部

総
務
部
長　
　
　
　
　

惠
来　

和
男

総
務
部
参
事
・
市
民
安
全
局
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　
　

前
川　

裕
之

財
政
課
長　
　
　
　
　

東
條　

盛
彦

庁
舎
建
設
課
長　
　
　

吉
田　
　

裕

管
財
課
長　
　
　
　
　

小
林　

洋
一

税
務
課
長　
　
　
　
　

佐
野　

泰
弘

納
税
課
長　
　
　
　
　

陶
久　

敏
郎

市　
長　
　

岩　
浅　
嘉　
仁

副
市
長　
　

亀　
尾　
貞　
男

教
育
長　
　

田　
上　
勝　
義

政
策
監　
　

勝　
瀬　
修　
平

■
市
民
部

市
民
部
長
・
那
賀
川
支
所
長
・
羽
ノ

浦
支
所
長　
　
　
　
　

廣
瀬　

春
幸

市
民
部
理
事
・
市
民
生
活
課
長
事
務

取
扱
・
葬
斎
場
長　
　

埴
渕　

絹
代

市
民
部
参
事
・
文
化
振
興
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　
　

岐　
　

祐
司

人
権
・
男
女
参
画
課
長
西
村　

信
昭

環
境
保
全
課
長　
　
　

茂
村　

福
和

地
域
支
援
課
長　
　
　

浅
野　

亮
一

■
環
境
管
理
部

環
境
管
理
部
長　
　
　

河
井　

敏
之

環
境
管
理
部
副
部
長
・
環
境
管
理
事

務
所
生
活
環
境
課
長
事
務
取
扱

山
下　

奉
文

環
境
管
理
部
参
事
・
環
境
整
備
課
長

事
務
取
扱　
　
　
　
　

西
野　

孝
則

環
境
管
理
課
長　
　
　

三
木
野
文
秋

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長森

本　

義
彦

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
所
長

木
下　

弘
幸

ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
所
長
藤
坂　

国
行

■
保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部
長　
　
　

岩
崎
小
枝
子

保
健
福
祉
部
理
事
・
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長
事
務
取
扱　
　
　

井
坂　
　

稔

保
健
福
祉
部
副
部
長
・
福
祉
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　
　

山
本　

一
良

介
護
保
険
課
長　
　
　

稲
村　

良
秋

保
険
年
金
課
長　
　
　

大
村　

謙
二

加
茂
谷
診
療
所
長
・
伊
島
診
療
所
長

湯
浅　

亮
一

な
が
い
き
課
長　
　
　

増
田　

和
子

こ
ど
も
課
長　
　
　
　

玉
田　

秀
明

■
産
業
部

産
業
部
長　
　
　
　
　

中
田　

正
行

産
業
部
理
事
（
野
球
の
ま
ち
推
進
事

業
担
当
）　
　
　
　
　

米
沢　

敏
信

産
業
部
理
事
・
農
林
水
産
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　
　

績

産
業
部
参
事
・
野
球
の
ま
ち
推
進
課

長
事
務
取
扱　
　
　
　

田
上　

重
之

農
地
整
備
課
長　
　
　

粟
飯
原
佳
明

商
工
観
光
労
政
課
長　

撫
養　

義
博

企
業
振
興
課
長　
　
　

岩
崎　

英
世

■
建
設
部

建
設
部
長　
　
　
　
　

尾
﨑　

隆
之

建
設
部
理
事
・
維
持
管
理
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　
　

横
手　

周
次

建
設
部
参
事
・
土
木
課
長
事
務
取
扱

原　
　
　

務

工
事
検
査
課
長　
　
　

湯
浅　

政
之

住
宅
建
築
課
長　
　
　

篠
原　

明
広

公
園
緑
地
課
長　
　
　

石
居　
　

玄

■
特
定
事
業
部

特
定
事
業
部
長　
　
　

佐
々
木
延
一

特
定
事
業
部
理
事
・
建
設
部
理
事

　

谷
脇　

凖
藏

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
吉
川　

博
文

特
定
事
業
推
進
課
長　

森
本　

誠
幸

下
水
道
課
長　
　
　
　

吉
原　

敏
男

■
理
事

阿
南
市
理
事
・
保
健
福
祉
部
福
祉
事

務
所
長
事
務
取
扱　
　

松
本　

秀
行

■
会
計
管
理
者

会
計
管
理
者
・
会
計
課
長
事
務
取
扱

豊
内　

照
子

■
水
道
部

水
道
部
長　
　
　
　
　

松
田　

道
明

業
務
課
長　
　
　
　
　

吉
澤　

健
二

工
務
課
長　
　
　
　
　

秋
本　

卓
巳

■
教
育
委
員
会

教
育
次
長　
　
　
　
　

豊
田　

弘
之

教
育
委
員
会
参
事
・
総
務
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

光
男

教
育
委
員
会
参
事
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長
事
務
取
扱　
　
　

広
瀬　

義
裕

学
校
教
育
課
長　
　
　

篠
原　
　

真

生
涯
学
習
課
長　
　
　

福
永　
　

亨

人
権
教
育
課
長　
　
　

高
島　

武
己

学
校
給
食
課
長　
　
　

角
谷　

久
子

■
消
防
本
部

消
防
長　
　
　
　
　
　

是
松　
　

司

４月１日、市職員の人事異動に伴う辞令交付式が行わ
れ、職員を前に岩浅市長から、「幸せを実感できるま
ちづくりに全力をあげて取り組むように」との訓示が
なされました。
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消
防
次
長
・
総
務
課
長
事
務
取
扱

　
　

三
川　

昌
典

消
防
本
部
参
事
・
警
防
課
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

秀
敏

予
防
課
長　
　
　
　
　

平
岡　

裕
文

情
報
管
制
課
長　
　
　

田
中　

利
幸

消
防
署
長　
　
　
　
　

田
村　

俊
彦

消
防
副
署
長
・
第
一
消
防
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　
　

森
本　

耕
造

第
二
消
防
課
長　
　
　

乾　
　

庫
介

第
三
消
防
課
長　
　
　

服
部　
　

弘

■
議　
会

事
務
局
長　
　
　
　
　

西
田　
　

修

事
務
局
参
事
・
議
事
課
長
事
務
取
扱

岩
原　

計
憲

■
農
業
委
員
会

事
務
局
長　
　
　
　
　

佐
藤　

賢
治

■
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
理
事
・
事
務
局
長
事
務
取
扱

仲
川　

佳
男

■
監　
査

事
務
局
長　
　
　
　
　

仁
木　

仁
美

■
公
平
委
員
会

事
務
局
長
（
兼
）　
　

仁
木　

仁
美

新
規
採
用
職
員

織
原
裕
希
・
宮
本
優
輔
・
荒
谷
恵
子

乾　

文
彦
・
豊
岡　

裕
・
折
原
正

基
・
久
田
将
之
・
植
田
諭
史
・
紅
露

香
織
・
大
地
美
波
・
福
岡
千
尋
・
岡

内
春
香
・
岡
川
昌
史
・
髙
井
一
嘉
・

藤
原
和
矢
・
大
橋
祥
太
・
島
田
祐

輔
・
中
西
由
香
理
・
武
田
梨
絵
・
井

坂
有
那
・
宮
崎
幸
織
・
山
崎
佳
奈
・

大
野
菜
見
子
・
仁
木
美
佳
・
喜
田
未

奈
子
・
岡
田
佳
実
・
水
田
晶
子
・
木

村
聖
美
・
明
石
あ
ゆ
み
・
山
下
満
里

子
・
小
林
江
梨
子
・
堀
口
美
紀
・
向

井
公
紀
・
永
浦
達
也
・
表
原
大
輝
・

古
本
優
仁
・
村
田
健
太

退
職
者

（
順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
前
所
属
）

久
米　

み
よ
（
津
乃
峰
保
育
所
）

滝
口　

鋭
三
（
第
三
消
防
課
）

日
下　

準
二
（
保
健
福
祉
部
）

福
島　

民
雄
（
保
健
福
祉
部
）

中
西　

康
富
（
消
防
本
部
）

西
岡　

由
紀
（
学
校
給
食
課
）

待
田　

泰
信
（
阿
南
市
理
事
）

石
川　
　

明
（
特
定
事
業
部
）

福
長　
　

理
（
船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
）

山
下　

幸
子
（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
）

西
川　

孝
子
（
な
が
い
き
課
）

江
口　

増
代
（
南
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）

西
上　

博
明
（
生
活
環
境
課
）

田
中　

秀
治
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

重
村　

久
美
（
監
査
事
務
局
）

原
田　

廣
美
（
特
定
事
業
部
）

尾
崎　

正
憲
（
会
計
管
理
者
）

戸
根　

英
喜
（
Ｉ
Ｔ
推
進
課
）

広
井　

正
明
（
教
育
委
員
会
）

柳
坂　

育
子
（
寿
保
育
所
）

朝
川　

栄
治
（
市
民
部
）

酒
井　

勝
治
（
総
務
部
）

兼
田　

茂
樹
（
新
野
住
民
セ
ン
タ
ー
）

米
田　

惠
子
（
介
護
保
険
課
）

喜
多　

雅
文
（
阿
南
市
理
事
）

山
本
日
出
夫
（
環
境
管
理
部
）

小
坂　

敏
春
（
教
育
委
員
会
）

満
石　

正
規
（
建
設
部
）

眞
本　

靜
生
（
議
会
事
務
局
）

坪
井
壽
美
代
（
富
岡
幼
稚
園
）

阿
瀬
川
久
美
子
（
長
生
小
学
校
）

石
川　

悦
子
（
加
茂
谷
幼
稚
園
）

二
宮　

雅
子
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

渡
部　

孝
美
（
情
報
管
制
課
）

大
前
美
知
子
（
見
能
林
幼
稚
園
）

中
西　

義
郎
（
教
育
委
員
会
）

阿
部　

和
生
（
予
防
課
）

中
田　

励
子
（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
）

吉
川　
　

榮
（
消
防
署
）

桝
田　

陽
子
（
業
務
課
）

加
治　

尚
美
（
新
野
保
育
所
）

鳥
海　
　

勉
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

庄
野　

加
代
（
文
化
振
興
課
）

田
中　

浩
文
（
生
活
環
境
課
）

BF

市長室　副市長室　政策監室　秘書広報課　人事課
IT 推進課　財政課　庁舎建設課　環境保全課
こども課　こども相談室　農地整備課

正・副議長室　議員控室　議会事務局（議事課）
議場　委員会室　監査事務局

企画政策課　行政情報課　市民安全局　
野球のまち推進課　人権・男女参画課　
男女共同参画室　住宅建築課　
教育委員会（教育長室　総務課　学校教育課　
生涯学習課　人権教育課　教育研究所）

税務課　納税課　市民生活課　地域支援課
介護保険課　保険年金課　福祉課　ながいき課　
会計課

環境整備課　宿直室（夜間、土・日・祝日の窓口）

管財課　工事検査課　土木課　維持管理課
まちづくり推進課　特定事業推進課
下水道課　水道部（業務課　工務課）

公園緑地課　選挙管理委員会

渡
り
廊
下

本庁舎 分庁舎

市 役 所 庁 舎 の 案 内

農林水産課　商工観光労政課
企業振興課　農業委員会				   4F

3F

2F

1F
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市 長 室
22−1110（ 秘 書 広 報 課 へ ）

副 市 長 室 22−1101
政 策 監 室 28−9883
企 　 画 　 部
部 長 室 22−1119
理 事 室（ 人 事 課 担 当 ） 22−1112
秘 書 広 報 課 22−1110
人 事 課 22−1112
企 画 政 策 課 22−3429
行 政 情 報 課 28−9885
I T 推 進 課 22−1117
総 　 務 　 部
部 長 室 22−1108
財 政 課 22−1113
庁 舎 建 設 課 22−8285
管 財 課 22−3804
税 務 課 22−1114
納 税 課 22−1792
市 民 安 全 局 22−9191
阿南地区交通安全教育推進協議会 22−8952
市 　 民 　 部
部 長 室 22−1115
理事室（市民生活課担当） 22−1116
市 民 生 活 課 22−1116
人 権・ 男 女 参 画 課 22−3094

22−7401
環 境 保 全 課 22−3413
文 化 振 興 課 22−1798
地 域 支 援 課 22−7404
那 賀 川 支 所 42−1111
羽 ノ 浦 支 所 44−3111
環 境 管 理 部
部 長 室 22−3793
環 境 管 理 課 22−3794
環 境 整 備 課 22−3795
生 活 環 境 課 22−0001

市役所電話番号案内 ※夜間・休日の受付は☎22-1111へ

保 健 福 祉 部
部 長 室 22−1591
理事室（保健センター担当） 22−1590
介 護 保 険 課 22−1793
保 健 セ ン タ ー 22−1590
保 険 年 金 課 22−1118
福 祉 課 22−1592
な が い き 課 22−8064
こ ど も 課 22−1593
こ ど も 相 談 室 22−1677

産 業 部
部 長 室 22−1597
理事室（野球のまち推進事業担当） 28−9886
理事室（農林水産課担当） 22−1598
農 林 水 産 課 22−1598
農 地 整 備 課 22−1599
商 工 観 光 労 政 課 22−3290
企 業 振 興 課 22−3401
野 球 の ま ち 推 進 課 22−1297

建 設 部
部 長 室 22−1594
理事室（維持管理課担当） 22−8286
工 事 検 査 課 22−7410
土 木 課 22−1595
住 宅 建 築 課 22−3431
維 持 管 理 課 22−9596
公 園 緑 地 課 22−9293

特 定 事 業 部
部 長 室 22−0527
理 事 室 22−1030
ま ち づ く り 推 進 課 22−1596
特 定 事 業 推 進 課 22−3197
下 水 道 課 22−1796

理 事
理事室（福祉事務所担当） 28−9884

会 計
会 計 管 理 者 22−1107
会 計 課 22−3294

水 道 部
部 長 室 22−8069
業 務 課 22−0587
工 務 課 22−3295

教 育 委 員 会
教 育 長 室 22ー3297
教 育 次 長 室 22−3298
総 務 課 22−3299
学 校 教 育 課 22−3390
生 涯 学 習 課 22−3391
人 権 教 育 課 22−3392
ス ポ ー ツ 振 興 課 22−3394
学 校 給 食 課 22−0362
教 育 研 究 所 22−3395

議 会
議 長 室 22−3398
事 務 局 長 22−3399
議 事 課 22−3399

各 種 行 政 委 員 会
選挙管理委員会事務局理事 22−3791
選挙管理委員会事務局 22−3791
監 査 事 務 局

22−3792公 平 委 員 会 事 務 局
農 業 委 員 会 事 務 局 22−3790

消 防 本 部
消 防 長 室 22−3797
総 務 課 22−3798
警 防 課 22−3796
予 防 課 22−3799
情 報 管 制 課 22−1120
消 防 課 22−3847
テ レ ホ ン サ ー ビ ス

22−9999（病院案内・災害情報案内）
( そ　　の　　他 )

代 表 受 付 22−1111
災害対策本部（災害時） 22−3854

環境と
くらし

シリーズ 〈№ 12〉

ペットはマナーを
守って飼いましょう

　

犬
や
猫
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
害

の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
園
や
道
路
な
ど
が
汚
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
近
所
の
方
も
迷
惑
し
て
い
ま

す
。
散
歩
に
行
く
時
は
、
ふ
ん
の
後

始
末
が
で
き
る
物
を
持
参
し
、
必
ず

自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。
公
園
な
ど
公
共
の
場
所
で
は
、

ほ
か
の
人
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
よ
う
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
猫
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

も
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
猫

を
交
通
事
故
や
病
気
の
感
染
か
ら
守

る
た
め
に
も
、
室
内
で
飼
う
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
快
適
な
環
境
を

つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

は　
環
境
保

全
課
（
☎
22

−

３
４
１

３
）
へ

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

徳
島
県
暴
力
団
排
除
条
例
が
施
行

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
、「
暴

力
団
を
恐
れ
な
い
、
暴
力
団
に
資
金

を
提
供
し
な
い
、
暴
力
団
を
利
用
し

な
い
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、

県
民
の
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
悪

影
響
を
与
え
る
暴
力
団
を
追
放
し
、

安
全
・
安
心
な
社
会
を
め
ざ
す
た
め
、

「
徳
島
県
暴
力
団
排
除
条
例
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

暴
力
に
関
す
る
相
談
は　
徳
島
県
暴

力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

−

６
５
６

−

０
１
１
０
）
ま
た
は
阿

南
警
察
署
（
☎
22

−

０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

217件（   620）
0人（       1）

26人（   110）

救　　急 件 数
搬送人員

271件（ 775）
268人（ 755）

火　　災 件 数
損 害 額

8件（ 20）
11,614千円（14,924千円）

●阿南署管内平成23年3月分合計　(　)内は1月からの累計
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お
く
り
も
の

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
車
椅
子
２
台　

那
賀
川
町　

平
島
小
学
校
様
か
ら

●
金
一
封　

匿
名
様
か
ら
、
地
域
福
祉
事
業
活

動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５
月
11
日
〜
20
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
推
進

　

運
動
の
基
本
は
、
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
で
す
。

◦
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◦
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

市
の
花「
ひ
ま
わ
り
」を

咲
か
そ
う

　

真
夏
の
空
に
向
か
っ
て
明
る
く
力

強
く
伸
び
る
花
「
ひ
ま
わ
り
」
を
咲

か
せ
、
花
い
っ
ぱ
い
の
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

ひ
ま
わ
り
の
種
子
は
、
市
役
所
案

内
窓
口
・
企
画
政
策
課
・
各
支
所
・

各
住
民
セ
ン
タ
ー
・
各
公
民
館
に
て

配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
企
画
政
策
課
（
☎

22

−

３
４
２
９
）
へ

情
報
公
開
条
例
が
変
わ
り
ま
し
た

　

阿
南
市
情
報
公
開
条
例
が
一
部
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
権
利
の
濫
用
に
つ
い
て
明
記

　

開
示
請
求
制
度
の
利
用
に
際
し
て

権
利
の
濫
用
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

権
利
の
濫
用
に
該
当
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
審
査
基
準
に
基
づ
き
、

個
別
の
事
案
ご
と
に
総
合
的
に
判
断

し
ま
す
。

■
開
示
請
求
権
を
有
す
る
も
の
の
範

囲
の
拡
大

　
「
実
施
機
関
が
行
う
事
務
ま
た
は

事
業
に
利
害
関
係
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

開
示
請
求
で
き
る
の
は
、
利
害
関
係

が
認
め
ら
れ
る
公
文
書
に
限
ら
れ
ま

す
。

■
指
定
管
理
者
の
情
報
公
開

　

指
定
管
理
者
は
、
公
の
施
設
の
管

理
に
係
る
情
報
を
公
開
す
る
よ
う
努

め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
行
政
情
報
課(

☎

28

−

９
８
８
５)

へ

　
３
月
11
日
午
後
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生

し
、
阿
南
市
に
も
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

直
ち
に
市
役
所
の
災
害
対
策
本
部
の
私
に
電
話
を
い
た

だ
い
た
の
が
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る

鳥
取
県
米
子
市
の
野
坂
康
夫
市
長
で
し
た
。「
状
況
を

心
配
し
て
い
る
。
何
か
あ
れ
ば
米
子
市
と
し
て
あ
ら
ゆ

る
応
援
体
制
を
と
る
の
で
連
絡
し
て
ほ
し
い
。」
と
の

内
容
で
し
た
。
阿
南
市
は
大
き
な
被
害
も
出
ず
に
事
無

き
を
得
ま
し
た
が
、
野
坂
市
長
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対

応
は
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
未み

曾ぞ

有う
（
い
ま
だ
曾か
つ

て
起
こ
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
）

の
大
災
害
と
な
り
、
戦
後
最
大
の
国
難
と
も
い
わ
れ
る

の
が
今
回
の
震
災
で
す
。
し
か
し
、
救
い
は
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
日
本
人
の
国
民
性
で
す
。
被
災
さ
れ
た
東
北
の

人
々
に
心
を
痛
め
な
が
ら
も
、
諸
外
国
は
日
本
人
の
対

応
に
称
賛
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。「
ほ
か
の
国
の
大
災
害

で
は
、
殺
し
合
い
や
略
奪
が
起
き
る
の
に
、
日
本
人
は

避
難
所
や
商
店
で
順
番
待
ち
の
列
を
つ
く
っ
て
い
る
。」

（
タ
イ
）。「
日
本
の
人
々
は
、
た
と
え
親
族
が
亡
く
な

っ
た
と
し
て
も
泣
き
叫
ん
だ
り
し
な
い
。
我
々
が
世
界

各
地
の
被
災
地
で
見
た
も
の
と
は
違
う
光
景
だ
。」（
中

国
）
等
々
…
。

　
各
国
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
他
人
に
配
慮
し
て
自
制
的
に

振
舞
う
被
災
者
の
姿
を
称
え
て
い
ま
す
。
東
北
の

人
々
は
、
そ
の
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
に
よ
る
貧
困
と

豪
雪
を
克
服
し
、
耐
え
る
こ
と
や
譲ゆ
ず

る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
立
派
な
姿
に
世
界
の

多
く
の
人
々
が
共
感
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　「こ
こ
ろ
」
は

だ
れ
に
も
見
え
な
い
け
れ
ど

「
こ
こ
ろ
づ
か
い
」
は

見
え
る

「
思
い
」
は

見
え
な
い
け
れ
ど

「
思
い
や
り
」
は

だ
れ
に
で
も
見
え
る

−

詩
人

宮
澤
章
二
〝
行
為
の
意
味
〟

−

　
連
日
、
こ
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
流
れ
て

い
ま
す
。「
こ
こ
ろ
づ
か
い
」
と
「
思
い
や
り
」

で
日
本
再
生
、
東
北
再
興
を
成
し
遂
げ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
度
の
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

−

「
こ
こ
ろ
づ
か
い
」
と
「
思
い
や
り
」

−

−

市
長
通
信

−

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁
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巡
回
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

徳
島
南
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金

に
関
す
る
巡
回
年
金
相
談
を
電
話
予

約
に
よ
る
完
全
予
約
制
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
ご
予
約
は
、
相
談
希
望
日

の
１
カ
月
前
か
ら
お
受
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
約
電
話
を
受
け
付
け
す

る
際
に
は
、
相
談
者
氏
名
、
基
礎
年

金
番
号
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
等

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

30
分

場
所　
市
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー

相
談
日　
５
月
12
日
㈭　

※
６
月
以

降
は
、
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
南

年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
（
☎
０

８
８

−

６
５
２

−

１
５
１
１
）
へ

戸
籍
・
住
民
票
等
交
付
業
務
の

時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

日
時　

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
等
の
閉
庁
日
は

除
く
）
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
15
分

場
所　
市
役
所
１
階　

市
民
生
活
課

取
り
扱
う
業
務　
住
民
票
の
写
し
の

交
付
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
、

戸
籍
謄
本
抄
本
の
交
付
、
身
分
証
明

書
の
交
付

※
時
間
延
長
業
務
で
は
、
住
民
異
動
、

印
鑑
登
録
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
等

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

−

１
１
１
６
）
へ

消
費
生
活
啓
発
用

「
回
覧
板
」
の
無
料
配
布

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
、
消
費

者
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
処

法
な
ど
を
紹
介
し
た
「
回
覧
板
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
悪
質
商
法
等
の

被
害
に
合
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
身

に
付
け
て
い

た
だ
き
た
く
、

無
料
配
布
を

し
て
い
ま
す
。

　

隣
近
所
へ

の
連
絡
の
際
、

「
回
覧
板
」
を
ご
活
用
い
た
だ
け
る

自
治
会
等
の
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

配
布
期
間　
６
月
末
ま
で

配
布
場
所　
市
民
生
活
課
・
各
公
民

館問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

−

１
１
１
６
）
へ

阿
南
市
汚
水
適
正
処
理
構
想
の
見

直
し
に
係
る
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て

募
集
期
間　
5
月
2
日
㈪
〜
20
日
㈮

公
表
資
料　
阿
南
市
汚
水
適
正
処
理

構
想
（
案
）

公
表
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
下

水
道
課
（
市
役
所
分
庁
舎
2
階
）

意
見
を
提
出
で
き
る
方　
阿
南
市
内

に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
方

提
出
方
法　
様
式
は
自
由
で
す
。
題

名
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、

直
接
提
出
ま
た
は
郵
送
、
電
子
メ
ー

ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電

話
な
ど
口
頭
に
よ
る
受
け
付
け
は
い

た
し
ま
せ
ん
。）

提
出
先　
〒
７
７
４

−

８
５
０
１　

阿
南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地
3

特
定
事
業
部
下
水
道
課

電
子
メ
ー
ル
：gesui@

city.anan.
tokushim

a.jp

意
見
の
公
表　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、

住
所
、
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
を
除

き
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
た
う
え
で

原
則
公
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
々
の
意
見
に
つ
い
て
の

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎
22

−

１
７
９
６
）
へ

農
用
地
区
域
の
変
更（
除
外・

編
入
）
申
請
は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農
用
地
区

域
」
の
平
成
23
年
度
前
期
の
変
更
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
農
林
水
産

課
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
書
類

等
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水

産
課
（
☎
22

−

１
５
９
８
）
へ

下
水
道
事
業

受
益
者
申
告
書
の
提
出

　

富
岡
町
の
第
１
期
計
画
区
域
内
の

土
地
所
有
者
の
方
は
、
下
水
道
事
業

受
益
者
申
告
書
（
４
月
中
旬
に
市
か

ら
送
付
済
み
）
を
５
月
13
日
ま
で
に

下
水
道
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
を
作
成
さ
れ
る
際
は
、
土
地

の
所
有
者
や
面
積
な
ど
に
間
違
い
が

な
い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
権

利
者
が
受
益
者
と
な
る
場
合
は
、
権

利
者
の
署
名
・
押
印
も
必
要
で
す
。

　

な
お
、
売
買
な
ど
で
土
地
所
有
者

が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
下
水

道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

提
出
期
限
ま
で
に
申
告
書
が
提
出

さ
れ
な
い
場
合
は
、
送
付
し
た
申
告

書
の
内
容
に
間
違
い
な
い
も
の
と
み

な
し
て
土
地
所
有
者
に
負
担
金
が
賦

課
さ
れ
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎
22

−

１
７
９
６
）
へ

女
性
消
防
班
の
愛
称
「
阿
南

消
防
ひ
ま
わ
り
班
」
に
決
定

　

女
性
消
防
班
を
広
く
市
民
の
皆
様

に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
２

月
１
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間
「
広
報

あ
な
ん
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
等
を

通
じ
て
女
性
消
防
班
の
愛
称
（
チ
ー

ム
名
）
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国

か
ら
56
件
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
中

山
秋
義
さ
ん（
上
中
町
）の
作
品「
阿

南
消
防
ひ
ま
わ
り
班
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
称
の
理
由　

　

阿
南
市
の
花
に
ち
な
み
「
ひ
ま
わ

り
」
の
明
る
く
て
た
く
ま
し
い
イ
メ

ー
ジ
と
火
災
予
防
の
意
味
を
込
め
た

「
火
廻
り
」
か
ら
名
付
け
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
22

−

３
７
９
６
）
へ

　

人
権
・
男
女
参
画
課
、
各
住
民

セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、
各
公
民
館
、

各
隣
保
館
で
そ
れ
ぞ
れ
閲
覧
で
き

ま
す
。

閲
覧
期
間　
５
月
２
日
㈪
〜
10
月

31
日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

−

３
０
９
４
）
へ

阿
南
市
人
権
施
策
基
本
方
針
進
捗

状
況
及
び
阿
南
市
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
年
次
報
告
具
体
的
施
策

推
進
状
況
（
22
年
度
版
）
が
で
き

ま
し
た
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役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

平
成
23
年
度
ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金

の
事
業
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や
特

色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
、
次
の

❶
〜
❺
に
該
当
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助
金
制

度
で
す
。

❶
独
自
性
・
創
造
性
に
富
み
将
来
的

に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業

❷
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
地
域

お
こ
し
事
業
❸
地
域
活
性
化
の
た
め

の
ソ
フ
ト
事
業
❹
環
境
改
善
の
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
❺
地
域
づ
く

り
の
人
材
育
成
を
め
ざ
し
た
事
業
。

　

提
出
さ
れ
ま
し
た
申
請
書
を
審
議

会
で
審
査
し
交
付
の
可
否
を
決
定
し

ま
す
。
事
業
完
了
後
に
実
績
報
告
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
審
査
後
に

補
助
金
の
額
を
確
定
し
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
書
類
は
公
民
館
ま

た
は
生
涯
学
習
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
６
日
㈮
〜
31
日
㈫

問
い
合
わ
せ
は　
生
涯
学
習
課
（
☎

22

−

３
３
９
１
）
へ

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用
し

自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

基
金
に
よ
る
助
成
に
は
、
市
の
活

性
化
及
び
地
域
の
振
興
に
つ
な
が
る

市
民
の
自
発
的
な
活
動
（
地
域
イ
ベ

ン
ト
・
文
化
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地

域
産
業
の
掘
り
起
こ
し
等
）
へ
の
助

成
と
、
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２

年
以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の
体

験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
方
）
に
対
す
る
助

成
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法
及
び
交
付
の
決
定　
助
成

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
支
援
課

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
6
月
30
日
㈭
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成
の
選
考

と
金
額
な
ど
詳
細
は
基
金
運
営
委
員

会
の
審
議
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
地
域
支
援
課
（
☎

22

−

７
４
０
４
）
へ

　

職
場
で
の
人
間
関
係
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
子
育
て
の
悩
み
、
親

子
や
家
族
の
関
係
、
思
春
期
の
悩
み
、
自
分
の
か
ら
だ
・
健
康
に
つ
い
て
の
悩

み
、
過
食
・
拒
食
症
、
結
婚
・
離
婚
の
問
題
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

夫
婦
関
係
、
自
分
の
生
き
方
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
を
、
プ
ロ
の

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
安
心
し
て
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

面
接
、
電
話
相
談
と
も
予
約
制
で
す
。
事
前
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
▼
毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時　

▼
第
２
・
第
４
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
市
民
会
館
２
階

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
男
女
共
同
参
画
室
分
室
（
☎
22

−

０
３
６
１
）
へ

第66号

男
女
共
同
参
画
事
業

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

「
女
性
の
た
め
の
生
き
方
な
ん
で
も
相
談
」
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　男女が共にいきいきと生活できる男女共同参画社会を実現する
ためには、男性も仕事だけではなく、女性とともに料理などの家
事を担っていくことが必要です。
　料理をされたことのない方も基礎から学べます。おいしいもの
を楽しく作って楽しく食事をしてみませんか。
募集定員　20人
日　　時　❶５月31日㈫　❷６月７日㈫　❸６月14日㈫　
　　　　　❹６月28日㈫　❺７月５日㈫　午前10時〜午後１時
場　　所　ひまわり会館３階　グルメルーム
参 加 費　１回500円（材料費・当日集金）
申込方法　講座名・住所・氏名・年齢・電話番号を記入のうえ、

５月20日㈮までに、電話、ＦＡＸまたはハガキでお
申し込みください。

申込み・問い合わせは　〒774−8501　富岡町トノ町12番地３
男女共同参画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

昨年の男性料理教室に参加した皆さん。

■パートナーシップセミナー

《 男性料理教室（前期） 》
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行
政
相
談
に
あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

行
政
相
談
は
、
国
、
県
、
市
な
ど

の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、
意

見
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
れ
ら
の
解
決

を
図
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
反
映

さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が

あ
る
、
困
っ
て
い
る
、
こ
う
し
て
ほ

し
い
、
役
所
の
説
明
や
措
置
に
納
得

が
い
か
な
い
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
、
制
度
や
仕
組
み

が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

相
談
場
所　
市
役
所
市
民
相
談
室

相
談
委
員　
中
山　

瑞
穗
さ
ん

　
　
　
　
　

高
島　

彰
洋
さ
ん

　
　
　
　
　

廣
田　

幸
雄
さ
ん

　
　
　
　
　

松
崎
カ
ズ
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

−

１
１
１
６
）
へ

住
宅
用
火
災
警
報
器 

&
Q

A

Ｑ
１　
い
つ
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か

平
成
23
年
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２　
ど
こ
に
設
置
す
る
の
で
す
か

基
本
的
に
は
全
て
の
寝
室
で
す
。
た

だ
し
、
２
階
建
て
住
宅
で
寝
室
が
２

階
に
あ
る
場
合
は
、
階
段
に
も
設
置

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
３　
台
所
に
設
置
は
必
要
で
す
か

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
火
を

使
う
の
で
設
置
を
勧
め
ま
す
。

Ｑ
４　
設
置
す
る
警
報
器
は
何
式
で

す
か

寝
室
・
階
段
は
煙
式
、
台
所
は
煙
式

ま
た
は
熱
式
で
す
。

Ｑ
５　
ど
こ
で
買
え
ば
い
い
の
で
す
か

消
防
設
備
の
関
係
業
者
、
電
気
店
、

家
電
量
販
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

も
販
売
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
６　
警
報
器
の
有
効
期
限
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か

10
年
が
目
安
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22

−

３
７
９
９
）
へ

消防庁長官表彰おめでとうございます
　消防庁長官表彰永年勤続功労章は、永年（25年以上）勤続し、
その勤務成績が優秀で他の模範となると認められる消防吏員、消防
団員に対して消防庁長官より表彰されるもので、勲章・褒章などの
栄典に準じ、最も栄誉のあるもののひとつです。３月３日に消防庁
長官表彰（永年勤続功労章）を受章された方をご紹介します。

阿南市消防団副団長

福 住 敏 一 さん

橘分団長

宮 繁 敏 彦 さん

加茂谷分団長

谷 　 知 己 さん

　

３
月
17
日
、
青
年
海
外
協
力
隊

と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
南
部
に
位

置
す
る
ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
に
出
発

す
る
近
藤　

豊
さ
ん
（
25
歳
＝
横

見
町
）
が
、
挨
拶
の
た
め
来
庁
。

岩
浅
市
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
こ
ろ
、
ア
フ
リ
カ
で

活
動
す
る
青
年
協
力
隊
の
姿
を
テ

レ
ビ
で
見
て
以
来
、
海
外
で
の
活

動
に
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
近
藤

さ
ん
。
趣
味
の
海
外
旅
行
で
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
訪
れ
た
と
き
、
貧
し
く

て
も
仲
良
く
楽
し
そ
う
に
暮
ら
し

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て

羽
ば
た
く
近
藤
　
豊
さ
ん

て
い
た
現
地
の
家
族
を
見
て
、
海

外
生
活
の
思
い
を
強
く
し
た
と
い

い
ま
す
。

　

３
年
間
勤
め
た
風
力
発
電
関
連

会
社
を
や
め
、
夢
の
実
現
に
向
け

走
り
出
し
た
近
藤
さ
ん
。
赴
任
先

の
パ
ラ
ペ
郡
で
は
、
上
下
水
道
の

配
電
盤
修
繕
や
水
質
調
査
、
施
設

管
理
を
担
当
さ
れ
ま
す
。「
今
後

の
人
生
に
生
か
せ
る
よ
う
、
日
本

と
違
っ
た
文
化
や
考
え
方
を
し
っ

か
り
と
吸
収
し
た
い
。」
と
笑
顔

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
に
談
笑
さ
れ
ま
し
た
。

アジア

アフリカ

ヨーロッパ
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■第13回邦楽への招待　■ロレアコンサート

■第50回記念阿南市美術展

日　時　６月26日㈰　13:30開演　
場　所　コスモホール
入場料　1,000円（当日は500円増し）高校生以下無料
出演者　内田道子（胡弓）、庄野龍夫（笛）

久米見奈子（打楽器）、徳島邦楽集団
プログラム　「大津絵幻想」「情熱大陸」ほか
※前売り券は夢ホール、情報文化センター、
　市民会館、平惣各店ほかで好評発売中。
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

日　時　６月12日㈰
　　　　14:00開演
場　所　夢ホール
入場料　小学生以上500円
　　　　（未就学児無料）
出演者　重松太郎（ピアノ）
　　　　徳島混声合唱団
　　　　真

しんちゅうまがりがねくらぶ

鍮曲金倶楽部（サクソフォンアンサンブル）
「夢ホールコンサート」「みんなでピアノ物語」来場者
による投票上位３組によるコンサートです。
※前売り券は夢ホール、情報文化センター、市民会館、

平惣各店ほかで好評発売中。
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

日　時　５月３日㈷〜５日㈷　 9:00〜17:00
　　　　※５日は16:00まで
場　所　文化会館、富岡公民館
入場料　無料
出品作品　書道、日本画、洋画、写真、美術工芸
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

５
月
３
日
か
ら
特
別
公
開（
無
料
）

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
星
座
や

星
の
説
明
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
は
難
し
か
っ
た
宇
宙
旅
行
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ア
ル
な
星
の
映
像
な
ど
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
映
像
に
よ

る
星
の
世
界
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映

日
時　
5
月
3
日
㈷
〜
5
日
㈷　

午
前
10
時
30

分
か
ら
1
時
間
お
き
に
6
回
。
5
月
7
日
以
降

土･

日
曜
日
の
午
前
10
時
、
午
後
１
時
、
午
後

3
時
30
分
の
3
回
。

タ
イ
の
蝶
展

　

タ
イ
の
パ
ン
シ
ダ
国
立
公
園
に
て
撮
影
さ
れ

た
珍
し
い
蝶
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間　
5
月
22
日
㈰
ま
で

　

阿
南
市
合
併
５
周
年
を
記
念
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
真
打
ち
競

演
」
の
公
開
録
音
を
行
い
ま
す
。

日
時　
６
月
３
日
㈮　

午
後
６
時

30
分
開
演

会
場　
文
化
会
館
（
夢
ホ
ー
ル
）

出
演
者　
コ
ン
ト
山
口
君
と
竹
田

君
、
牧　

伸
二
（
漫
談
）
、
古
今

亭
志
ん
輔
（
落
語
）
ほ
か

入
場
料　
無
料

申
込
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。「
往
信
用
裏

面
」
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
、「
返
信
用
表

面
」
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
て
先

は
、
〒
７
７
０

−

８
５
４
４　

Ｎ

Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
「
真
打
ち
競

演
」
係
ま
で
。

締
め
切
り　
５
月
13
日
㈮
必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
し

て
入
場
整
理
券
を
送
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放

送
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト

情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放

送
局
（
☎
０
８
８

−

６
２
６

−

５

９
９
６
）
ま
た
は
文
化
会
館
（
☎

21

−

０
８
０
８
）
へ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

「
真
打
ち
競
演
」公
開
録
音

観
覧
申
込
み
の
お
知
ら
せ

科
セ
ン
タ
ー

学

あなんカルチャー

市の文化事業や歴史などを紹介します
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子
ど
も
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
３
日
間
、
科
学
実

験
や
科
学
工
作
を
楽
し
め
る
「
子
ど
も
科
学
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　
実
験
・
工
作
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
の
投
映
、
土
星
観
望
会
（
夜
間
・
無
料
）

日
時　
５
月
３
日
㈷
〜
５
日
㈷　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
科
学
の
不
思
議
、

原
理
、
法
則
を
楽
し
く
実
験
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
11
時
〜
と
午
後
２
時
〜
の
２
回

昼
間
の
星
の
観
望
会
（
有
料
）

　

大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
日
中
に
見
え
る
一
等

星
や
月
、
惑
星
な
ど
を
観
望
し
ま
す
。
予
約
は

い
り
ま
せ
ん
。

日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

午
後
２
時
45
分
〜

夜
間
天
体
観
望
会（
有
料・要
予
約
）

　

１
１
３
㌢
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
そ
の
季
節

や
時
間
帯
に
見
ら
れ
る
星
を
観
望
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
後
７
時
〜
、
８
時
〜
、
９
時
〜
の
３
回

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

５
月
の
休
館
日　
２
日
㈪
、
９
日
㈪
、

16
日
㈪
、
23
日
㈪
、
30
日
㈪

村　
　

も
と
も
と
人
の
群
が
り
住
ん
だ
所
を
む
ら

（
村
）
と
言
っ
た
。
部
落
の
こ
と
で
あ
る
。

部
落
は
差
別
用
語
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
理

由
で
、
集
落
と
言
い
換
え
た
が
、
こ
れ
は
歴

史
的
に
正
し
く
な
い
。

　

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
十
月
一
日
、

市
制
・
町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
時
、
村
は
そ

れ
以
前
の
村
の
範
囲
よ
り
広
く
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
村
数
カ
村
を
合
併
し
て
新
村

を
つ
く
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
に
県
下
を
一

市
、
十
郡
、
二
町
、
百
三
十
七
カ
村
に
再
編

成
し
た
が
、
旧
村
（
部
落
）
を
大
字
村
と
言

う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
も
市
の
下
の
地

名
に
大
字
を
付
け
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

と
く
に
農
山
漁
村
で
は
国
民
の
生
活
舞
台

は
部
落
（
村
）
だ
っ
た
。
た
い
て
い
神
社
、

寺
院
を
持
ち
生
産
の
共
同
作
業
、
消
防
、
葬

祭
、
村
道
の
維
持
、
沿
水
等
を
担
う
共
同
体

で
あ
っ
た
。

　

村
の
最
高
議
決
機
関
と
し
て
部
落
会
が
あ

り
、
長
を
部
落
長
と
呼
ぶ
所
が
多
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
江
戸
時
代
の
庄
屋
、
肝き
も

煎い
り

に
相
当

す
る
。

　

村
（
大
字
）
は
徳
島
藩
で
は
慶
長
九
（
一

六
〇
四
）
年
、
四
百
九
村
、
廃
藩
当
時
、
五

百
十
七
村
あ
っ
た
。
那
賀
郡
（
現
阿
南
市
、

那
賀
郡
、
小
松
島
市
坂
野
町
・
立
江
町
）
で

は
元
和
三
（
一
六
一
七
）
年
に
九
十
八
村
、

廃
藩
置
県
当
時
、
百
五
十
一
村
あ
っ
た
。

番
組
町
村

　

聞
き
慣
れ
な
い
名
称
だ
が
、
明
治
二
（
一

八
九
六
）
年
正
月
、
旧
与く
み

（
組
）
頭
が
し
ら
し
ょ
う
や

庄
屋
の

管
轄
区
域
に
対
応
し
、
各
郡
毎
に
順
番
を
つ

け
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

大
小
区
制　

　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
五
月
一
日
、
大

小
区
制
を
施
行
し
た
。
県
下
を
十
大
区
、
七

十
一
小
区
、
六
百
四
十
二
町
村
に
分
け
た
。

那
賀
郡
は
第
九
大
区
。
そ
の
下
に
数
カ
村
を

ま
と
め
て
小
区
と
し
た
。
大
区
に
区
長
、
小

区
に
戸
長
、
副
戸
長
を
置
い
た
。

郡
区
記
別

　

明
治
十
二
年
一
月
一
日
、
郡
区
町
村
編
成

法
を
施
行
。
大
小
区
を
廃
止
し
、
県
下
に
八

郡
役
所
を
置
い
た
。
数
町
村
を
ま
と
め
て
記

別
と
称
し
た
。
県
下
に
二
百
四
十
二
記
別
を

置
き
、
連
合
戸
長
役
場
を
置
き
戸
長
を
任
命

し
た
。
後
に
統
廃
合
が
行
わ
れ
二
百
三
十
七

記
別
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
徳
島
市
で
は
渭
北
記
別
、
渭
東
記

別
等
が
慣
習
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

旧
市
制
・
町
村
制
は
、
明
治
二
十
二
年
十

月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
現
在
、
県
内
で
は

市
は
一
よ
り
八
つ
と
な
っ
た
。
村
は
佐
那
河

内
村
の
み
で
あ
る
。
一
郡
に
一
町
あ
る
い
は

一
村
し
か
な
い
の
は
那
賀
郡
（
那
賀
町
）
、

名
東
郡
（
佐
那
河
内
村
）
の
み
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
同
年
長
池
村
が
成
立
。
同
二
十

六
年
長
生
村
と
改
称
し
た
。

郡
制

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
七
月
二
十
二

日
、
郡
区
町
村
編
成
法
が
制
定
さ
れ
、
郡
は

県
と
町
村
の
中
間
機
関
と
な
っ
た
。
郡
に
は

郡
役
所
を
置
き
、
郡
長
が
任
命
さ
れ
た
。

　

郡
は
「
コ
オ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
こ
の
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
正

式
に
「
グ
ン
」
と
な
っ
た
。

　

県
下
に
は
八
郡
役
所
、
二
百
三
十
七
記
別

と
な
っ
た
。

　

明
治
二
十
三
年
五
月
十
七
日
、
郡
制
公
布
。

翌
年
四
月
一
日
、
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

十
郡
と
な
っ
た
。

　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
四
月
十
一
日
、

郡
制
廃
止
令
が
制
定
さ
れ
、
同
十
二
年
四
月

一
日
、
郡
は
消
滅
。
同
十
五
年
六
月
三
日
、

郡
役
所
は
正
式
に
廃
止
さ
れ
た
。

　

昭
和
十
七
年
七
月
一
日
、
県
と
町
村
の
中

間
機
関
と
し
て
勝
名
（
名
東
、
名
西
、
勝

浦
）
、
那
賀
、
海
部
、
板
野
、
阿
波
麻
植
、

美
馬
、
三
好
に
地
方
事
務
所
を
設
置
。
同
三

十
一
年
三
月
三
十
一
日
、
廃
止
さ
れ
た
。

　

参
考　

羊よ
う

我が

山さ
ん

人じ
ん

著
「
粟あ

わ

之の

抜ぬ
き

穂ほ

」
人
の
巻

大
小
区
か
ら
郡
制
へ

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
62
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
で
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
東
北
地
方
。
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て
、
市
民
の

皆
様
か
ら
善
意
の
支
援
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
未み

曾ぞ

有う

の
災
害
に
、
か
つ
て
な
い
危
機
に
直

面
し
て
い
る
日
本
。「
今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
支

援
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

集
ま
る

力

■
義
援
金
を
届
け
よ
う

　

平
島
小
学
校
は
、
総
合
的
学
習
の
時
間
に
自
分

た
ち
が
栽
培
し
た
「
わ
か
め
」
や
「
し
い
た
け
」

の
売
上
金
の
一
部
を
、
阿
南
市
婦
人
連
合
会
は
、

各
地
区
婦
人
会
が
集
め
た
２
０
６
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
託
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
高
校
で
も
、
生
徒
会
な
ど
が
中
心
と
な

っ
て
義
援
金
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
救
援
物
資
を
届
け
よ
う

　

市
が
３
月
14
日
に
設
置
し
た
「
被
災
地
支
援
本

部
」
に
も
、
市
内
の
事
業
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、
多
く
の
救
援
物
資
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
月
26
日
に
は
、
飲
料
水
４
１
５
本
、
マ
ス
ク
２

万
７
０
５
２
枚
、
オ
ム
ツ
１
万
４
７
０
５
枚
、
カ

ッ
プ
麺
１
６
２
６
食
、
粉
ミ
ル
ク
１
０
３
缶
を
宮

城
県
気
仙
沼
市
へ
送
り
届
け
ま
し
た
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
手
を
届
け
よ
う

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で

は
、
一
時
的
な
避
難
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る

心

平
島
小
学
校
４
年
生
一
同

　
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま

し
た
。
１
人
で
も
多
く
の
人
に
助
か
っ

て
ほ
し
い
で
す
。」

石
橋
尚
道
さ
ん
（
阿
南
工
業
高
３
年
）

　
「
一
日
も
早
く
も
と
通
り
の
生
活
に

戻
っ
て
ほ
し
い
。
高
校
の
部
活
動
へ
の

影
響
も
心
配
で
す
。」

丸
山
大
貴
さ
ん
（
富
岡
西
高
３
年
）

　
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま

し
た
。
前
を
向
い
て
一
歩
一
歩
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
で
す
。」

折
目
舞
香
さ
ん
（
富
岡
西
高
３
年
）

　
「
小
さ
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

力
と
勇
気
に
な
れ
れ
ば
い
い
で
す
。」

梶
本
修
平
さ
ん
（
富
岡
東
高
３
年
）

　
「
無
心
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
み
ん

な
の
気
持
ち
が
届
く
と
い
い
で
す
。」

吉
積
和
弥
さ
ん
（
富
岡
東
中
２
年
）

　
「
被
災
地
の
１
日
も
早
い
復
興
を
願

っ
て
い
ま
す
。」

尾
崎
範
子
さ
ん
（
市
婦
人
連
合
会
長
）

　
「
婦
人
会
が
募
金
集
め
し
な
く
て
ど

う
す
る
ん
。」
と
の
一
般
会
員
か
ら
の

後
押
し
で
、
１
人
１
人
の
心
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

美
馬
育
子
さ
ん

（
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
長
）

　

何
か
し
た
い
！
そ
ん
な
思
い
の
阿
南

市
民
の
輪
が
広
が
り
、
被
災
さ
れ
た
方

を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
受
け
入
れ
よ
う
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

集まる力、届ける心
今、私たちにできること

レ
ポ
ー
ト

被
災
地
支
援
活
動
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一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て

　

市
は
、
被
災
地
の
生
活
支
援
や
復
興
支
援
と
し
て
義
援

金
１
千
万
円
を
送
る
こ
と
を
決
め
、
３
月
24
日
、
市
議
会

３
月
定
例
会
に
提
案
。
全
会
一
致
で
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

財
源
は
平
成
22
年
度
の
予
備
費
を
組
替
え
て
支
出
す
る
こ

と
と
し
、
３
月
25
日
に
日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
に
送

金
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
14
日
に
「
被
災
地
支
援
本
部
」
を
設
置
し

て
、
相
談
窓
口
を
開
設
。
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
所
な
ど

か
ら
届
け
ら
れ
た
義
援
金
や
救
援
物
資
な
ど
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
。
３
月
26
日
に
は
救
援
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク
に

積
み
込
み
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
へ
送
り
届
け
ま
し
た
。

募金を届ける富岡東中・高校生の皆さん。

救援物資をトラックに積み込む市職員。 市議会で提案理由を述べる岩浅市長。

市婦人連合会から義援金を受け取る岩浅市長。

市ボランティア連絡協議会の会議のようす。 募金を集計する阿南工業高校生徒会の皆さん。

富岡西高校の生徒会と　
ＪＲＣ部の皆さんが、募金を呼びかけるようす。 市内業者から支援物資が届けられました。

緊
急
援
助
活
動
に
参
加

　

市
は
、
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
３

月
14
日
か
ら
８
日
間
、
緊
急
消
防
援
助

隊
活
動
に
消
防
署
職
員
（
救
急
隊
）
３

人
と
県
消
防
防
災
航
空
隊
か
ら
１
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
事
務
職

員
及
び
保
健
師
の
災
害
派
遣
も
行
っ
て

い
ま
す
。

被
災
地
支
援
本
部
に

届
け
ら
れ
た
義
援
金
等

　

４
月
15
日
現
在
の
受
付
状
況
等
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【被災地支援相談窓口】

設置時間　平日9:00〜17:00

●全般・総合窓口
　市民安全局（☎22−9191）
●救援物資の支援
　地域支援課（☎22−7404）
●災害ボランティア・義援金
　阿南市社会福祉協議会
　（☎23−7288）

義 援 金　	 5,646,206円
救援物資　
　飲料水　	 415本
　カップ麺　	 1,650食
　紙おむつ　	 17,092枚
　マスク	 　27,052枚
　粉ミルク	 105缶
災害ボランティア登録　２人

が
ん
ば
ろ
う
日
本

義援金を手渡す平島小学校の児童の皆さん。

集
ま
る
力

　

届
け
る
心
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ま
ち
づ
く
り
の
取
組
の
な
か
で
、
よ

く
使
わ
れ
る
「
協
働
」
と
い
う
言
葉
。

そ
れ
は
、
目
標
を
共
有
し
、
と
も
に
力

を
合
わ
せ
て
活
動
す
る
こ
と
で
す
。

　

昨
年
４
月
、
地
域
経
営
戦
略
の
一
環

に
つ
な
が
る
地
域
お
こ
し
、
地
域
活
性

化
策
と
し
て
始
動
さ
せ
た
「
野
球
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」。
こ
の
１
年
で
阿
南

市
を
訪
れ
た
人
は
約
３
千
人
を
数
え

ま
す
。
市
民
参
加
も
徐
々
に
増
え
、
野

球
を
通
じ
た
交
流
の
輪
が
広
が
り
を

み
せ
る
な
か
、「
野
球
を
す
る
な
ら
阿

南
で
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
込
め
ら
れ
た

「
も
て
な
し
の
心
」
と
「
協
働
の
精
神
」

が
、
市
民
の
間
で
浸
透
し
始
め
て
い
ま

す
。

　

１
月
31
日
、
第
83
回
選
抜
高
校
野
球

大
会
に
21
世
紀
枠
と
し
て
選
ば
れ
た
新

潟
県
立
佐
渡
高
校
か
ら
、
合
宿
の
申
し

入
れ
を
受
け
ま
す
。
そ
れ
は
、
朱と

鷺き

の

里
と
し
て
知
ら
れ
る
佐
渡
島
か
ら
の
う

れ
し
い
春
の
便
り
で
し
た
。「
野
球
が

つ
な
い
だ
縁
、
新
潟
県
と
は
今
後
も
い

い
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
。」
と
、

野
球
の
ま
ち
推
進
課
は
、
初
の
甲
子
園

出
場
校
の
受
け
入
れ
を
心
か
ら
歓
迎
し

ま
し
た
。

　

こ
の
一
報
は
、
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム
が
あ
る
桑
野
地
域
住
民
の
心
に

も
届
き
ま
し
た
。「
で
き
る
限
り
の
こ

と
を
し
て
あ
げ
た
い
。」
桑
野
地
域
振

興
協
議
会
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
有

志
が
、
応
援
幕
や
看
板
の
製
作
に
取
り

組
む
な
ど
、
に
わ
か
に
歓
迎
ム
ー
ド
が

盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
13
日
午
後
７
時
30
分
こ
ろ
、
達

粋
連
の
威
勢
の
い
い
鳴
り
物
が
佐
渡
高

校
を
出
迎
え
。
い
さ
さ
か
緊
張
し
た
面

持
ち
で
バ
ス
か
ら
降
り
て
き
た
ナ
イ
ン

で
し
た
が
、「
歓
迎
佐
渡
高
校
」
の
看

板
と
温
か
い
拍
手
の
出
迎
え
に
笑
み
が

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
岩
浅
市

長
が
「
阿
南
で
十
分
練
習
し
て
甲
子
園

で
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。」と
激
励
。「
こ

ん
な
歓
迎
を
受
け
る
の
は
初
め
て
。
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
。」
と
、
選
手
の
皆
さ
ん
は

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

豚汁でもてなすコスモスレディースの皆さん。 昼食の準備も手伝いました。 大声援に送られ球場を後にする佐渡ナイン。 朝夕、道具の運搬を手伝う桑野地域の皆さん。

高
さ
４
㍍
も
あ
る
看
板
。

歓
迎
す
る
桑
野
地
域
住
民
の
心
の
大
き
さ
が
伺
え
ま
す
。

練
習
試
合
で
も
大
き
な
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

桑野地域振興協議会会長の谷中勝信さんから
仲川主将へ応援幕が手渡されました。

野球でつながるまち、人、そして絆
〜 私たちがめざす 理想のまちづくりが ここにあります 〜

　

合
宿
最
終
日
の
16
日
に
は
、
阿

南
高
専
や
小
松
島
高
校
と
の
練
習

試
合
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
球
場
に

駆
け
つ
け
た
多
く
の
方
の
温
か
い

声
援
と
拍
手
が
、
夢
舞
台
に
か
け

る
情
熱
を
盛
り
立
て
ま
す
。
３
日

間
の
合
宿
を
終
え
た
主
将
の
仲
川

さ
ん
は
「
す
ば
ら
し
い
環
境
の
中

で
練
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
を
プ

レ
ー
で
返
し
た
い
で
す
。」
と
、

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

出
発
前
に
は
、
桑
野
地
域
と
市

が
作
っ
た
応
援
幕
が
手
渡
さ
れ
、

岩
浅
市
長
が
佐
渡
高
校
の
健
闘
を

祈
念
し
て
「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
三

唱
。「
俺
た
ち
の
分
ま
で
が
ん
ば

っ
て
。」
と
小
松
島
高
校
の
選
手

が
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

人
々
の
心
を
熱
く
す
る
野
球
、

そ
し
て
結
ば
れ
る
絆
。
住
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
た
夢
舞

台
へ
の
道
。
そ
こ
に
は
、
「
野
球

の
ま
ち
阿
南
」
が
め
ざ
し
た
理
想

の
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

新潟県立佐渡高校野球部合宿　アグリあなんスタジアム　H23.3.13〜16
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ま
ち
づ
く
り
の
取
組
の
な
か
で
、
よ

く
使
わ
れ
る
「
協
働
」
と
い
う
言
葉
。

そ
れ
は
、
目
標
を
共
有
し
、
と
も
に
力

を
合
わ
せ
て
活
動
す
る
こ
と
で
す
。

　

昨
年
４
月
、
地
域
経
営
戦
略
の
一
環

に
つ
な
が
る
地
域
お
こ
し
、
地
域
活
性

化
策
と
し
て
始
動
さ
せ
た
「
野
球
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」。
こ
の
１
年
で
阿
南

市
を
訪
れ
た
人
は
約
３
千
人
を
数
え

ま
す
。
市
民
参
加
も
徐
々
に
増
え
、
野

球
を
通
じ
た
交
流
の
輪
が
広
が
り
を

み
せ
る
な
か
、「
野
球
を
す
る
な
ら
阿

南
で
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
込
め
ら
れ
た

「
も
て
な
し
の
心
」
と
「
協
働
の
精
神
」

が
、
市
民
の
間
で
浸
透
し
始
め
て
い
ま

す
。

　

１
月
31
日
、
第
83
回
選
抜
高
校
野
球

大
会
に
21
世
紀
枠
と
し
て
選
ば
れ
た
新

潟
県
立
佐
渡
高
校
か
ら
、
合
宿
の
申
し

入
れ
を
受
け
ま
す
。
そ
れ
は
、
朱と

鷺き

の

里
と
し
て
知
ら
れ
る
佐
渡
島
か
ら
の
う

れ
し
い
春
の
便
り
で
し
た
。「
野
球
が

つ
な
い
だ
縁
、
新
潟
県
と
は
今
後
も
い

い
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
。」
と
、

野
球
の
ま
ち
推
進
課
は
、
初
の
甲
子
園

出
場
校
の
受
け
入
れ
を
心
か
ら
歓
迎
し

ま
し
た
。

　

こ
の
一
報
は
、
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム
が
あ
る
桑
野
地
域
住
民
の
心
に

も
届
き
ま
し
た
。「
で
き
る
限
り
の
こ

と
を
し
て
あ
げ
た
い
。」
桑
野
地
域
振

興
協
議
会
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
有

志
が
、
応
援
幕
や
看
板
の
製
作
に
取
り

組
む
な
ど
、
に
わ
か
に
歓
迎
ム
ー
ド
が

盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
13
日
午
後
７
時
30
分
こ
ろ
、
達

粋
連
の
威
勢
の
い
い
鳴
り
物
が
佐
渡
高

校
を
出
迎
え
。
い
さ
さ
か
緊
張
し
た
面

持
ち
で
バ
ス
か
ら
降
り
て
き
た
ナ
イ
ン

で
し
た
が
、「
歓
迎
佐
渡
高
校
」
の
看

板
と
温
か
い
拍
手
の
出
迎
え
に
笑
み
が

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
岩
浅
市

長
が
「
阿
南
で
十
分
練
習
し
て
甲
子
園

で
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。」と
激
励
。「
こ

ん
な
歓
迎
を
受
け
る
の
は
初
め
て
。
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
。」
と
、
選
手
の
皆
さ
ん
は

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

荷物の運搬を手伝う桑野地域の皆さん。 お世話になった江本さんに挨拶する選手。 写真をプレゼントした紅露さん。 豚汁でもてなすコスモスレディースの皆さん。

桑
野
・
山
口
婦
人
会
が
育
て
た
花
が
優
し
く
出
迎
え
ま
す
。

フ
ァ
イ
ト
の
文
字
が

選
手
の
背
中
を
後
押
し
し
ま
す
。

グラウンドキーパーの西野さんから深井監督
さんへ、応援幕が手渡されました。

野球でつながるまち、人、そして絆
〜 私たちがめざす 理想のまちづくりが ここにあります 〜

　

合
宿
最
終
日
の
16
日
に
は
、
阿

南
高
専
や
小
松
島
高
校
と
の
練
習

試
合
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
球
場
に

駆
け
つ
け
た
多
く
の
方
の
温
か
い

声
援
と
拍
手
が
、
夢
舞
台
に
か
け

る
情
熱
を
盛
り
立
て
ま
す
。
３
日

間
の
合
宿
を
終
え
た
主
将
の
仲
川

さ
ん
は
「
す
ば
ら
し
い
環
境
の
中

で
練
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
を
プ

レ
ー
で
返
し
た
い
で
す
。」
と
、

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

出
発
前
に
は
、
桑
野
地
域
と
市

が
作
っ
た
応
援
幕
が
手
渡
さ
れ
、

岩
浅
市
長
が
佐
渡
高
校
の
健
闘
を

祈
念
し
て
「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
三

唱
。「
俺
た
ち
の
分
ま
で
が
ん
ば

っ
て
。」
と
小
松
島
高
校
の
選
手

が
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

人
々
の
心
を
熱
く
す
る
野
球
、

そ
し
て
結
ば
れ
る
絆
。
住
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
た
夢
舞

台
へ
の
道
。
そ
こ
に
は
、
「
野
球

の
ま
ち
阿
南
」
が
め
ざ
し
た
理
想

の
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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甲
子
園
で
は
、
残
念
な
が
ら
初
戦
で
敗
退

し
ま
し
た
が
、
佐
渡
島
民
約
６
万
３
千
人
の

心
に
残
る
歴
史
的
１
ペ
ー
ジ
を
刻
み
ま
し
た
。

深
井
監
督
は
選
手
に
、「
甲
子
園
の
土
」
を

持
っ
て
返
る
の
は
１
人
だ
け
に
し
て
、
次
は

み
ん
な
で
持
っ
て
帰
ろ
う
と
指
示
し
た
そ
う

で
す
。
創
部
以
来
、
48
年
目
に
つ
か
ん
だ
夢

舞
台
で
の
経
験
を
糧
に
、
再
び
こ
の
聖
地
に

戻
っ
て
く
る
こ
と
を
胸
に
深
く
刻
み
ま
し
た
。

　

深
井
監
督
が
赴
任
し
た
平
成
18
年
当
時
、

野
球
部
員
の
生
活
態
度
の
乱
れ
を
正
す
た
め

に
作
成
し
た
60
条
か
ら
な
る
「
野
球
部
心

得
」
。
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
合
宿
に
関
わ
っ
た
桑
野
地
域

の
人
々
が
口
を
揃
え
て
こ
う
言
い
ま
す
。

「
選
手
１
人
１
人
に
人
間
教
育
が
徹
底
さ
れ

て
い
て
関
心
し
ま
し
た
」
と
。

　

「
人
間
力
の
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

佐
渡
か
ら
甲
子
園
を
め
ざ
し
た
深
井
野
球
の

真
骨
頂
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
熱
血
監
督
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
ぎ
、
一
回
り
も
二
回
り
も

大
き
く
成
長
し
た
君
た
ち
に
も
う
一
度
会
い

た
い
。

　

ま
た
、
夏
に
会
お
う
。

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
野
球
部

主
将
　
武
田
直
也
さ
ん

（
那
賀
川
中
出
身
・
３
年
）

　

こ
の
よ
う
な
機
会
に
対
戦
す
る

こ
と
が
で
き
て
光
栄
で
す
。
阿
南

の
Ｐ
Ｒ
も
で
き
ま
し
た
。
佐
渡
高

校
は
、
声
が
大
き
く
圧
力
を
感
じ

る
チ
ー
ム
で
す
。
甲
子
園
で
は
、

決
勝
戦
ま
で
い
け
る
よ
う
、
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

小
松
島
高
校
野
球
部

主
将
　
増
田
大
輝
さ
ん

（
南
部
中
出
身
・
３
年
）

　

徳
島
ま
で
来
て
い
た
だ
い
て
私

た
ち
が
練
習
相
手
と
し
て
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
り
、
選
手
も

き
び
き
び
し
て
い
て
波
に
乗
っ
た

ら
怖
い
チ
ー
ム
で
す
。
甲
子
園
で

は
、
思
い
っ
き
り
が
ん
ば
っ
て
き

て
ほ
し
い
で
す
。

　

昨
年
の
10
月
に
開
催
さ
れ
た
秋

季
高
校
野
球
新
潟
県
大
会
で
準
優

勝
し
、
初
の
北
信
越
地
区
大
会
に

出
場
し
た
佐
渡
高
校
野
球
部
。
初

戦
で
長
野
県
２
位
の
佐
久
長
聖
高

校
に
惜
敗
。
し
か
し
、
離
島
と
い

う
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
、

深
井
監
督
が
掲
げ
た
「
人
間
力
の

向
上
」
へ
の
取
組
が
評
価
さ
れ
、

21
世
紀
枠
と
し
て
甲
子
園
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。

佐
渡
高
校
野
球
部

主
将
　
仲
川
篤
志
さ
ん

　

今
ま
で
で
一
番
す
ば
ら
し
い
環

境
の
中
で
練
習
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
野
球
に
対
す
る
熱
い

思
い
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

秋
以
来
の
対
外
試
合
と
な
っ
た

阿
南
高
専
や
小
松
島
高
校
と
の
練

習
試
合
で
は
、
四
国
の
野
球
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
勉
強
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
甲
子
園
で
は
、
阿
南

の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

プ
レ
ー
で
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。

帽子を交換して健闘をたたえ合う球児たち。森の中の球場で新たな絆が結ばれました。

深
井
監
督
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
げ

ま
た
、

夏
に

会
お
う
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市
内
の
建
設
業
業
者
で
組
織
す
る
阿
南
建
設
業
協
同
組

合
か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
市
民
の
避
難
誘
導
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
３
月
23
日
、
自
ら
開
発
・
製
造
し
た
「
ひ

ま
わ
り
型
誘
導
灯
」
31
基
を
市
へ
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
に
見
立
て
た
高
さ
２
・
５
㍍
の
誘
導
灯
は
、

阪
神
大
震
災
の
支
援
・
復
旧
に
あ
た
っ
た
建
設
業
者
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
を
も
と
に
開
発
・
製
造
さ
れ
ま

し
た
。
す
で
に
、
市
指
定
の
避
難
所
31
箇
所
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
夜
間
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
イ
ト
が
表
示
板
を
照
ら
し
、
平
常
時
は
、
通
学
路
の

防
犯
や
事
故
防
止
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
迅
速
か

つ
安
全
な
避
難
を
促
す
目
印
に
な
る
と
と
も
に
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
昨
年
３
月
に
「
中
心
市
宣
言
」
を
行
っ
た
阿
南
市
と
、
こ
の
宣

言
に
賛
同
し
た
那
賀
町
、
美
波
町
と
の
間
で
３
月
24
日
、「
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
相
互
に

役
割
分
担
し
て
、定
住
に
必
要
な
都
市
機
能
や
生
活
機
能
を
確
保
・

充
実
さ
せ
、
圏
域
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
た
め
に
定
住
自
立

圏
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

連
携
す
る
具
体
的
内
容
は

①
医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
５
項
目
か
ら
な
る
生
活
機
能
の
強
化

②
地
域
公
共
交
通
・
道
路
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
７
項

目
か
ら
な
る
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

③
圏
域
内
に
お
け
る
人
材
の
育
成
な
ど
２
項
目
に
よ
る
圏
域
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
で
す
。

　
今
後
、「
圏
域
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
を
立
ち
上
げ
て
具
体

的
取
組
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結

阿
南
一
中　
新
校
舎
へ
引
越
し

坂口博文那賀町長（左）と影治信良美波町長（右）と
手を組む岩浅市長。

橘
防
災
公
園
登
り
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る
誘
導
灯
。

災
害
時
の
避
難
誘
導
に
役
立
て
て

誘
導
灯
31
基
を
市
へ
寄
付

　
昨
年
４
月
に
着
工
し
た
阿
南
第
一
中
学
校
校
舎
棟
改
築

工
事
（
第
１
期
工
事
）
が
３
月
11
日
に
完
成
し
、
３
月
22

日
に
引
越
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
１
期
工
事
で
は
、
一
般
教
室
や
特
別
支
援
教
室
な
ど

17
室
か
ら
な
る
普
通
教
室
棟
（
３
階
建
）
と
、
音
楽
室
や

理
科
室
な
ど
８
室
を
備
え
た
特
別
教
室
棟
（
３
階
建
）
を

整
備
。
広
め
の
廊
下
と
大
き
な
窓
が
特
徴
的
で
、
照
明
設

備
に
調
光
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
る
な
ど
省
電
力
化
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
排
水
に
は
雨
水
を
利

用
す
る
な
ど
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
生
徒
会
会
長
の
薄
田
直
弥
さ
ん
（
３
年
・
柳
島
町
）
は
、

「
ピ
カ
ピ
カ
の
床
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
授
業
中
の
雰

囲
気
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。」
と
、
満
足
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

ゆったりとした廊下と大きな窓が特徴の普通教室棟。
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市
民
文
芸

　
　
　

品
川　

重
晴

こ
の
下
に
断
層
あ
り
や
青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

柳
史

出
土
せ
し
武
人
の
埴
輪
下
萌
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

春
月

潮
干
狩
ま
づ
先
人
の
篭
覗
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
藤　

恵
子

春
泥
に
戯
れ
し
猫
帰
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
野　

年
美

初
雛
の
お
わ
す
座
敷
の
仄
明
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
比
斗
志

一
握
の
米
研
ぐ
暮
ら
し
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
村　

陽
子

紅
梅
に
教
わ
り
し
径
迷
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
原　
　

樫

自
販
機
に
お
礼
言
わ
れ
し
梅
見
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野　
　

郁

水
温
む
流
れ
の
上
の
勅
使
の
間阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

川
　
柳

二
階
千
代
美

一
言
を
添
え
て
野
菜
が
届
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

身
構
え
て
流
暢
を
聞
く
電
話
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

人
ご
と
と
思
え
ぬ
脳
外
友
見
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

公
美
子

女
房
の
天
気
図
を
読
む
難
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

騙
さ
れ
て
お
こ
う
流
れ
に
乗
っ
て
見
る

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短
　
歌

福
崎　

孝
子

「
わ
た
く
し
の
生
ま
れ
た
九
月
は
ど
う
で
し
た
か
」

母
に
参
ら
す
潅
頂
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
谷
五
十
鈴

満
月
を
仰
ぎ
つ
つ
聞
く
虫
の
声
い
ま
夫
在
ら
ば
夫
の

あ
ら
ば
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
美
代
子

夏
祭
り
上
る
花
火
の
音
冴
え
て
色
と
り
ど
り
に
消
え

ゆ
く
火
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
み
つ
枝

病
む
友
が
言
の
葉
細
く
呟
き
ぬ
子
規
の
歌
集
を
し
き

り
と
恋
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
ノ
ブ
コ

そ
う
め
ん
の
薬
味
に
入
れ
た
茗
荷
の
子
口
に
し
ゃ
き

っ
と
涼
味
広
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅
佐
智
子

水
槽
の
水
を
換
え
ん
と
採
る
笊
に
ピ
チ
ピ
チ
目
高
の

い
の
ち
が
躍
る　

　
　
　
　
　
　
　
　

常
松　

英
江

隣
家
な
る
犬
の
哭
き
声
高
き
夜
半
独
り
な
ら
ず
と
我

を
眠
ら
す

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

	

田
中　

栄
子

鯔
の
子
も
群
れ
な
し
の
ぼ
る
白
魚
川

　

今
年
の
寒
い
冬
が
終
わ
り
、
植
田
の

緑
が
清
々
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

風
光
に
恵
ま
れ
た
阿
南
市
に
生
ま
れ
育

っ
た
私
は
、
街
へ
出
掛
け
る
よ
り
、
自

然
豊
か
な
野
山
や
海
に
行
く
と
心
が
癒

さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
美

し
く
区
画
整

理
さ
れ
た
近

所
の
田
ん
ぼ

道
を
散
歩
す

る
こ
と
が
大

切
な
日
課
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
所
に
住
む
２
人
の
孫
と
の
ふ
れ
あ

い
も
私
に
と
っ
て
は
楽
し
い
ひ
と
時
で

す
。
今
年
、
小
学
２
年
生
に
な
っ
た
孫

娘
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
姿
が
さ
ま
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。「
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
子
ど

も
の
こ
ろ
の
教
科
書
は
ど
ん
な
の
」
と

尋
ね
る
孫
娘
。
今
の
教
科
書
は
戦
後
の

教
科
書
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ

ど
美
し
く
、
ま
る
で
絵
本
の
よ
う
で
、

感
心
し
て
い
ま
す
。
私
の
幼
少
の
こ
ろ
は

遊
具
も
何
も
な
い
時
代
。
そ
れ
で
も
、
豊

か
な
自
然
と
放
任
さ
れ
た
自
由
が
あ
り
ま

し
た
。
集
団
で
海
や
山
を
駆
け
た
り
缶
蹴

り
や
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
、
暗
く
な
る
ま

で
遊
ん
だ
記
憶
が
蘇
り
ま
す
。
懐
か
し
く

楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　

孫
息
子
と
も
、
よ
く
田
園
を
散
歩
し
ま

す
。
毎
週
日
曜
日
に
な
る
と
、
門
前
よ
り

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
大
き

な
声
を
上
げ
て
飛
び
込
ん

で
く
る
孫
息
子
。
ト
ラ
ク

タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
が
好

き
で
、「
あ
れ
は
何
、
ど

う
し
て
？
」
と
何
に
で
も

興
味
を
持
ち
ま
す
。
矢
継

ぎ
早
に
質
問
を
受
け
な
が

ら
、
手
を
つ
な
い
で
一
緒
に
歩
い
た
り
走

っ
た
り
す
る
と
、
と
て
も
晴
れ
や
か
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
で
は
、
認
知
症
防
止
の
た

め
に
も
外
出
を
心
が
け
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
交
流
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
横
見
町
の
吉
田
當
代
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
癒
さ
れ
る
時

440

領 家 町
川田　紹子さん
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阿南市立図書館だより
５ 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

阿南図書館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 休 休 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 休 休 休 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方の苑美化作業））

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
5月  6日 ㈮ 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 13日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：10〜14：40

老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14：20〜14：50 山 口 分 館 前 14：50〜15：20
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 17日 ㈫ 上 中 分 館 前 14：20〜15：00

10日 ㈫ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 20日 ㈮ 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40〜14：20 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10
大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 24日 ㈫ 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15

11日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00
新 野 駅 前 14：30〜15：00 25日 ㈬ 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00

12日 ㈭ 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15 26日 ㈭ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30
阿 南 農 協 会 館 前 15：30〜16：00 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。 阿南図書館　☎23－2020

移動図書館「わかたけ号」巡回日程表

Let’s enjoy

「住民生活に光をそそぐ交付金」により
約 6,000 冊の本を購入しました

阿南図書館　☎23－2020ＦＡＸ23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　毎週日曜日　午後２時〜３時
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会
　午前10時30分〜11時

那賀川図書館　☎42－3111ＦＡＸ42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　毎週日曜日　午前11時〜
◆阿波公方の苑美化作業
　５月14日㈯　午前８時30分〜10時
　（雨天時は５月15㈰に延期します）

　趣味や勉強に役立つ本がたくさん入りました。

　生活のさまざまな場面で活躍する本や、落語ＣＤブック

など、今までになかった本もあります。どんどんご利用く

ださい !!

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　毎週土曜日　午後２時〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100ＦＡＸ44－2099

としょかんライフ
もっと図書館を利用していただくために…　
もっと市民の皆さんの要望に応えるために…
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相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

徳
島
県
行
政
書
士
会
、
徳
島
南
部

支
部
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
次
の
要

領
に
て
実
施
し
ま
す
。
許
認
可
手
続

き
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
28
日
㈯　

午
前
９
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

相
談
内
容　
農
地
転
用
、
建
設
業
関

係
、
開
発
許
可
、
自
動
車
運
送
関
係

等
行
政
に
係
る
許
認
可
手
続
き

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
行
政
書
士

会　

徳
島
南
部
支
部
（
☎
42

−

３
１

７
３
）
へ

募
集雇

用
・
能
力
開
発
機
構

職
業
訓
練
生
の
募
集

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を

対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

募
集
訓
練
科　
溶
接
加
工
科　

訓
練
内
容　
金
属
加
工
製
品
の
製
造

に
必
要
な
図
面
の
見
方
、
各
種
工
具

の
取
り
扱
い
を
は
じ
め
、
各
種
溶
接

加
工
法
の
知
識
・
技
能
を
学
び
金
属

加
工
製
品
の
製
作
に
必
要
な
能
力
の

習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

訓
練
期
間　
６
月
２
日
㈭
〜
11
月
29

日
㈫

対
象
者　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
等
。

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト

代
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限　
５
月
９
日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　
独
立
行
政
法
人
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
徳
島
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
８

−

６
５
４

−

５
１
０

２
）
へ

募
集阿

南
合
唱
団
員
募
集

　

阿
南
で
唯
一
の
混
声
合
唱
団
で
す
。

年
間
３
〜
４
回
合
唱
祭
な
ど
に
出
演

し
て
い
ま
す
。
中
学
生
以
上
で
歌
の

好
き
な
方
、
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
み
た

い
方
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
日
時　
毎
週
木
曜
日　

午
後
７

時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館　

21
世
紀
室

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
合
唱
団　

車

田
（
☎
22

−

６
５
７
８
）
へ

募
集

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

説
明
会　
５
月
28
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜　

場
所　
ア
ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル

（
高
松
市
）

※
予
約
不
要
・
参
加
無
料

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
文
化
交
流
な
ど

派
遣
先　
米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ

ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

フ
ィ
ジ
ー

日
程　
７
月
23
日
㈯
〜
８
月
14
日
㈰

の
う
ち
８
〜
18
日
間

対
象　
小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

参
加
費　
23
〜
54
万
円
（
共
通
経
費

は
別
途
）

申
込
締
切
日　
６
月
３
日
㈮
ま
た
は

13
日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　
文
部
科
学
省
所
管

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
☎
０
３

−

６
４
５
９

−

４
６
６
１
）
へ

募
集

市
国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

次
の
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

在
住
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

日
時　
毎
週
日
曜
日　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
富
岡
公
民
館

講
師　
露
谷
理
香
さ
ん
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
師

参
加
費　
１
０
０
０
円
（
６
カ
月
20

回
分
）
の
ほ
か
、
教
科
書
代
２
５
０

０
円
が
別
途
必
要
。

ス
ペ
イ
ン
語
教
室
参
加
者
募
集

日
時　
毎
週
木
曜
日　

午
後
７
時
30

分
〜
９
時

場
所　
富
岡
公
民
館

講
師　
ホ
セ
さ
ん

参
加
費　
３
０
０
０
円
（
月
４
回
）

※
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
国
際
交
流

協
会
（
☎
23

−

５
５
９
９
）
へ

お
知
ら
せ

太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
気
買
取

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す

　

買
取
り
に
必
要
な
費
用
は
「
太
陽

光
発
電
促
進
付
加
金
」
と
い
う
項
目

で
、
電
気
料
金
の
一
部
と
し
て
、
電

気
を
使
う
す
べ
て
の
方
に
ご
負
担
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
標
準
家
庭

（
ひ
と
月
３
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
）
の
ご
負

担
額
は
、
月
に
18
円
程
度
と
な
り
、

ご
負
担
額
は
、
太
陽
光
発
電
の
普
及

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
室
（
☎
０
５
７
０

−

０
５
７

−

３
３
３
）
※
６
月
１
日
以
降
は

（
☎
０
３

−

３
５
０
１

−

１
５
１

１
）
へ

催
し第

12
回
真
向
法
体
操
講
習
会

　

健
康
体
操
真
向
法
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
健
康
は
正
し
い
姿
勢
か
ら

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
真
向
法
は
正

し
い
姿
勢
を
つ
く
る
健
康
体
操
で
す
。

た
っ
た
四
つ
の
動
作
を
組
み
合
わ
せ

た
体
操
で
、
足
腰
が
柔
軟
に
な
り
、

腰
痛
が
予
防
で

き
ま
す
。

　

講
師
は
㈳
真

向
法
協
会
会
長

佐
藤
良
彦
さ
ん

で
す
。
直
接
ご

指
導
が
頂
け
る

良
い
機
会
で
す
。

ど
う
ぞ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
２
日
㈭　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

場
所　
富
岡
公
民
館
１
階　

和
室

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み
も

不
要
で
す
。
体
操
の
で
き
る
服
装
で
、

タ
オ
ル
等
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
真
向
会
会
長

石
澤
三
朗
（
☎
23

−

３
３
１
０
）
へ

市民の

情報ひろば
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林
童
話
を
歌
う
会
▼
那
賀
川
童
話
を

歌
う
会
▼
ぎ
ん
の
す
ず
合
唱
団
▼
レ

デ
ィ
ー
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ひ
ま
わ
り

▼
ベ
ル
ゲ
ン
ブ
リ
ュ
ー
ダ
ー
▼
ブ
ル

ー
ス
カ
イ
合
唱
団
▼
グ
リ
ュ
ー
ン
・

コ
ー
ル
（
特
別
出
演
）

問
い
合
わ
せ
は　
松
村
（
☎
22

−

３

７
１
９
）
へ

催
し

平
成
23
年
度
就
業
支
援
講
習
会

受
講
対
象
者　
母
子
家
庭
の
母
及
び

寡
婦
等
（
た
だ
し
夫
の
暴
力
に
よ
り

母
と
子
で
家
出
を
し
て
い
る
事
例
な

ど
で
婚
姻
の
実
態
は
失
わ
れ
て
い
る

が
、
止
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
離

婚
の
届
出
を
行
っ
て
い
な
い
者
等
を

含
む
）
で
あ
っ
て
、
就
業
と
自
立
に

意
欲
の
あ
る
方
。

講
習
科
目　
▼
調
理
師
（
５
月
９
日

㈪
）
▼
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級

過
程
（
５
月
25
日
㈬
）
▼
パ
ソ
コ
ン

ワ
ー
ド
（
昼
間
５
月
６
日
㈮
、
夜
間

５
月
23
日
㈪
）
▼
パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ

ル
（
昼
間
６
月
６
日
㈪
）

※
（　

）
内
は
申
込
締
切
日
で
す
。

開
催
日
時
、
募
集
定
員
等
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
回
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日　
５
月
17
日
㈫　

午
後
１
時

〜
４
時

場
所　
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

定
員　
20
人

受
講
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
は　
㈶
徳
島
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
（
☎
０
８
８

−

６
５

４

−

７
４
１
４
）
へ

催
した

ん
ぽ
ぽ
ま
つ
り

日
時　
６
月
５
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
２
時
（
受
付
：
９
時
30
分
〜
）

場
所　
那
賀
川
公
民
館
（
旧
今
津
公

民
館
）

内
容　
▼
利
用
者
手
作
り
の
作
品
展

示
・
即
売
▼
各
種
模
擬
店
▼
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
▼
不
用
品
バ
ザ
ー

※
不
用
品
バ
ザ
ー
の
品
物(

古
着
は

除
く)

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提
供

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

(

☎
44

−

６
８
８
８)

へ

お
知
ら
せ

内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を
贈
呈

　
請
求
期
限
が
平
成
25
年
３
月
31
日

ま
で
延
期
さ
れ
ま
し
た

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区

域
）
に
派
遣
さ
れ
戦
時
衛
生
勤
務
に

従
事
さ
れ
た
、
旧
日
本
赤
十
字
社
救

護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
事
看
護

婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除

く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報

い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

光のまちステーションプラザ 
５月の催し

「竹人形、星形あんどん、LED グラス作り」カルチャー講座を常時開催中 !

　■展示コーナー　午前10時〜午後８時

おりがみ展　8日㈰まで
手作り木のおもちゃ展　10日㈫〜22日㈰
プチフラワー展　24日㈫〜６月４日㈯　

　■体験コーナー　

初めてのプリザーブドフラワー講習会
　15日㈰　午後１時30分〜４時

　　【参加費】 1,500円　【定員】10人
　　【申込締切】５月14日㈯
　LEDオブジェ お尻が光るホタル作り
　　22日㈰　午前10時30分〜正午

【参加費】1,200円　【定員】15人
【申込締切】５月20日㈮

　申込み・問い合わせは　光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

※初日と最終日の開催
時間は異なりますの
で、くわしくはお問い
合わせください。

催
し阿

南
法
人
会
主
催

「
宮
本
隆
治
さ
ん
」
講
演
会

　

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講

演
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
被
災
地

を
支
援
す
る
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

日
時　
５
月
18
日
㈬　

午
後
３
時
〜

４
時
20
分

場
所　
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

（
富
岡
町
）

演
題　
「
ゆ
と
り
・
ユ
ー
モ
ア
・
帰

り
は
元
気
」

講
師　
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
宮

本
隆
治
さ
ん

定
員　
１
０
０
人

申
込
期
限　
５
月
10
日
㈫

※
入
場
は
無
料
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
法

人
会
（
☎
23

−

１
０
５
５
）
へ

催
し

第
６
回
阿
南
市
合
唱
祭
を
開
催

　

阿
南
市
内
の
７
合
唱
団
と
「
グ
リ

ュ
ー
ン
・
コ
ー
ル
」
（
特
別
出
演
）

の
皆
様
と
と
も
に
、
阿
南
市
合
唱
祭

を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
５
月
22
日
㈰　

午
後
２
時
開

演
（
１
時
30
分
開
場
）

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

※
入
場
無
料

出
場
団
体　
▼
阿
南
合
唱
団
▼
見
能

問
い
合
わ
せ
は　
総
務
省
大
臣
官
房

総
務
課
管
理
室
業
務
担
当
（
☎
０
３

−

５
２
５
３

−

５
１
８
２
）
へ

お
知
ら
せ

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対

す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
で
、
ま

だ
請
求
書
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成

22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
方
で
す
。

受
付
期
限　
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

問
い
合
わ
せ
は　
平
和
記
念
事
業
特

別
基
金
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

（
☎
０
５
７
０

−

０
５
９

−

２
０
４
、

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
０
３

−

５
８
６
０

−

２
７
４
８
）
へ

　

「
市
民
の
情
報
ひ
ろ
ば
」
の
原

稿
は
、
掲
載
希
望
月
の
前
々
月
の

月
末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
書
広
報
課
（
☎
22

−

１
１
１

０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

−

４
０
９
０
）
へ
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食
生
活
改
善
推
進
員
養

成
講
座
の
受
講
生
募
集

　

〜
地
域
に
お
け
る
食
生
活
活
動
を

推
進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
〜

対
象　
市
内
在
住
で
講
座
終
了
後
、

食
生
活
改
善
推
進
員
（
愛
称
：
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
）
と
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方
。

募
集
人
数　
20
人
（
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。）

内
容　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て

の
基
本
講
義
と
調
理
実
習
な
ど
。

日
程　
全
７
回
の
講
座
で
す
。

６
月
15
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

７
月
27
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

8
月
17
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

９
月
28
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

10
月
19
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

11
月
30
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

１
月
25
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

申
込
期
限　
５
月
19
日
㈭

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

予
防
接
種
の
広
域
化
に
つ
い
て

　

予
防
接
種
は
、
徳
島
県
内
の
委
託

医
療
機
関
で
接
種
が
で
き
ま
す
。

接
種
で
き
る
予
防
接
種　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、

三
種
混
合
、
二
種
混
合
、
日
本
脳
炎
、

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
、
麻
し
ん
、
風

し
ん
、
ヒ
ブ
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
、
子
宮
頸
が
ん

接
種
時
に
必
要
な
も
の　
母
子
健
康

手
帳
、
予
診
票

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−
１
５
９
０
）
へ

「
阿
南
健
康
完
歩
マ
ッ
プ
」と「
積

立
貯
筋
通
帳
」を
ご
存
知
で
す
か

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
の
皆

様
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

市
内
16
箇
所
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
（
約
10
㌔
）
を
紹
介
し
た
「
阿
南

健
康
完
歩
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
マ
ッ
プ
に
は
、
安
心
し
て
歩

け
る
よ
う
に
コ
ー
ス
の
周
辺
に
あ
る

ト
イ
レ
や
休
憩
所
の
位
置
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

積
立
貯
筋
通
帳
は
、
こ
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
一
周
す

る
ご
と
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
、
歩

い
た
距
離
を
集
計
す
る
も
の
で
す
。

ス
タ
ン
プ
が
１
２
０
個
貯
ま
る
と
、

四
国
霊
場
88
札
所
を
巡
っ
た
の
と
同

じ
距
離
（
約
１
２
０
０
㌔
）
に
な
り
、

健
康
増
進
の
認
定
証
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
す
。

　

積
立
貯
筋
通
帳
と
ス
タ
ン
プ
及
び

阿
南
健
康
完
歩
マ
ッ
プ
は
、
公
民
館

や
ひ
ま
わ
り
会
館
に
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

阿
波
踊
り
体
操
教
室

　

阿
波
踊
り
を
ベ
ー
ス
に
、
よ
し
こ

の
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
く
身
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
運
動
不

足
の
方
、
メ
タ
ボ
が
気
に
な
る
方
、

足
腰
の
衰
え
が
気
に
な
る
方
に
お
す

す
め
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
阿
波
踊

り
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
５
月
13
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時
（
受
付
は
９
時
30
分
〜
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
阿
波
踊
り
体
操
指
導
員

対
象　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
楽
し
め
て
、
た
め
に
な
る

高
齢
者
の
憩
い
の
場
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

と　
こ　
ろ

９
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

10
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

11
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

13
日
㈮
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

羽
ノ
浦
公
民
館

17
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

18
日
㈬
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

23
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

24
日
㈫
椿
公
民
館

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

時
間　
福
井
・
新
野
・
那
賀
川
・
桑

野
・
中
野
島
・
大
野
・
椿
地
区
で
の

開
催
は
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

そ
の
他
の
地
区
で
は
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
で
す
。

内
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
相

談
や
阿
波
踊
り
体
操
の
ほ
か
、「
笑

っ
て
心
も
体
も
健
康
」
を
テ
ー
マ
に

ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

高
齢
期
か
ら
の

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室

　

加
齢
と
と
も
に
低
下
す
る
筋
力
を

適
度
な
運
動
で
維
持
向
上
し
、
転
ば

な
い
足
腰
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
５
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
受
付
は
10
時
〜
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
健
康
運
動
指
導
士　

井
上

澄
さ
ん

対
象　
65
歳
以
上
で
運
動
制
限
の
無

い
方

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

【
５
月
の
休
館
日
は
】

☎21-3030

2
・
9
・
16
・
23
・
30
日

船
瀬
温
泉

健康

いきいき情報
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5 月 地区 時　　間 場　　　　所

17
日
㈫

見
能
林

  9:30〜  9:40 旧 才 見 分 館 前

  9:50〜10:00 中 林 分 館 前

10:10〜10:20 北 の 脇 石 油 裏 の 庵

10:30〜10:40 見 能 林 公 民 館

10:50〜11:00 林 崎 正 八 幡 神 社

11:10〜11:20 大 潟 分 館 前

11:30〜11:40 津 乃 峰 分 館 前

桑
　
野

13:00〜13:10 山 口 分 館 前

13:20〜13:30 川 西 集 会 所 前

13:40〜13:50 桑 野 駅 前

14:00〜14:10 大 地 田 村 商 店 前

14:20〜14:30 成 松 集 会 所 前

19
日
㈭

宝
田
・
中
野
島
・
長
生

  9:30〜  9:40 石 本 秀 松 園 前

  9:50〜10:00 宝 田 公 民 館 前

10:10〜10:20 阿南バッティングセンター横

10:30〜10:40 上 中 分 館 前

10:50〜11:00 柳 島 老 人 ル ー ム

11:10〜11:20 横 見 消 防 詰 所 前

13:00〜13:10 長 生 住 民 セ ン タ ー

13:20〜13:30 長 生 隣 保 館 前

13:40〜13:50 西 方 大 将 軍 神 社 前

23
日
㈪

福
井
・
新
野

  9:30〜  9:40 福 井 町 総 合 セ ン タ ー

  9:50〜10:00 福 井 駅 前

10:10〜10:20 旧 福 井 南 小 学 校

10:40〜11:00 新 野 旧 家 畜 診 療 所

11:10〜11:20 新 野 住 民 セ ン タ ー

13:00〜13:10 久 田 橋 東 詰

13:20〜13:30 農 協 徳 信 集 荷 場 前

13:50〜14:00 生 谷 バ ス 停 前

5 月 地区 時　　間 場　　　　所

25
日
㈬

大
野
・
加
茂
谷

  9:30〜  9:40 下 大 野 八 幡 神 社 前

  9:50〜10:00 大 野 住 民 セ ン タ ー

10:10〜10:20 上 大 野 八 幡 神 社 前

10:40〜10:50 熊 谷 町 集 会 所 前

11:00〜11:10 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー

11:20〜11:30 楠 根 消 防 格 納 庫 前

13:00〜13:10 農 協 大 井 支 所 前

13:20〜13:30 十八女コミュニティセンター前

13:40〜13:50 お 松 権 現

26
日
㈭

椿
・
椿
泊
・
橘

  9:50〜10:00 働 々 バ ス 停 前

10:10〜10:20 椿 住 民 セ ン タ ー

10:40〜10:50 椿 泊 連 絡 所 前

13:00〜13:10 鵠 分 館 前

13:20〜13:30 海 正 八 幡 神 社 前

13:40〜13:50 橘 町 総 合 セ ン タ ー

14:00〜14:10 旧 橘 小 学 校 前

14:20〜14:30 阿 南 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

27
日
㈮

富
　
岡

  9:20〜  9:30 黒 津 地 八 幡 神 社 前

  9:40〜  9:50 王 子 バ ス 停 広 場

10:00〜10:10 日開野コミュニティセンター前

10:20〜10:30 三 石 神 社 前

10:40〜10:50 阿南青少年健全育成センター前

11:00〜11:10 正 福 寺 入 口

11:20〜11:30 阿 南 ひ ま わ り 会 館

30
日
㈪

羽
ノ
浦

  9:30〜  9:40 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

  9:50〜10:00 春 日 野 中 央 公 園

10:10〜10:20 あ す み が 丘 天 神 神 社

10:30〜10:40 岩 脇 小 学 校 校 庭

10:50〜11:00 羽 ノ 浦 公 民 館 古 庄 分 館

那
賀
川

13:00〜13:10 東とくしま農協西原出張所前

13:20〜13:30 那 賀 川 公 民 館 平 島 分 館

13:40〜13:50 出 島 神 明 神 社

14:00〜14:10 那 賀 川 公 民 館

14:20〜14:30 小 延 日 吉 神 社

14:40〜14:50 島 尻 厳 島 神 社

15:00〜15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

○全日本少年硬式野球阿南大会
　７日㈯、８日㈰
○第５回西日本古希軟式野球大会
　14 日㈯、15 日㈰、16 日㈪

市内市民球場（新野、福井、羽ノ浦）の各
球場で同時開催。

問い合わせは
　野球のまち推進課（☎ 22 − 1297）へ

球場へ行こう!
アグリあなんスタジアム

５月の日程

「あなんくん」

　飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年
１回の狂犬病予防注射が義務づけられ
ています。犬を飼っている方は、最寄
りの場所に必ずお出かけください。
■料金 6,000円
　（登録 3,000 円、注射 3,000 円）
問い合わせは　保健センター

（☎ 22 － 1590）へ

犬の
登録と

予防接種

徳島県南部健康運動公園に円形多目的広場
が完成しました

　徳島県が整備を進めています徳島県南部健康運動公園に、円形多目的広
場が完成しました。施設の利用は次のとおりです。
使用時間　午前８時 30 分～午後５時
使用方法　自由に使用できます。

（ただし、団体で使用する場合は、事前に申し込みが必要）
問い合わせは　公園管理事務所（☎ 26 － 1885）へ
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま

せ
ん
か
。
子
ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ

な
ど
５
人
以
上
の
団
体
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

保
険
期
間　
開
始
日
か
ら
平
成
24
年

3
月
31
日
㈯
ま
で

掛
金　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
中
学

生
以
下
の
団
体
は
、
１
人
６
０
０
円

（
年
額
）。
そ
の
他
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
22

−

３
３
９
４
）
へ

５月　献 血 実 施 一 覧
400ml 献血のみの実施です。一般の方もご協力ください。

実施日 採血場所 所在地 採血時間

13日㈮

道の駅公方の郷なかがわ 那賀川町 10：00〜11：10
徳島南部農業共済組合 桑 野 町 12：40〜14：00

阿波銀行阿南支店
（阿南ライオンズクラブ・ライオネスクラブ協賛）

富 岡 町 15：00〜16：30

19日㈭
㈱精研 大 潟 町 10：00〜11：00
キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13：00〜16：30

24日㈫ 阿南テクノスクール 桑 野 町   9：50〜11：10

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター（☎088-631-3200）へ

対　　　　象　　　　者
申　込　書　の
送付時期（予定）

受　診　券　の
送　付　時　期

受 診 期 間

入院をされていない方または生活習慣
病と診断されていない方

————— ８月（予定）

受診券を受け
取ってから、
平成23年12
月末までの間

上記以外の方で、おおむね１年以内に
血液検査や尿検査をしていない方

受診を希望される方は、８月以降ながいき課
窓口に備え付ける申込書を提出してください。
提出先：ながいき課
申込期限：８月下旬及び 10月下旬
受診券の送付時期：９月中旬及び 11月中旬

平成23年１月１
日から９月30日
までの間に後期
高齢者医療制度
に加入された方
（※１）

１月１日〜
３月31日に加入

５　月

７月下旬
４月１日〜
５月31日に加入

６　月

６月１日〜
７月31日に加入

８　月 ９月中旬

８月１日〜
９月30日に加入

10　月 11月中旬

（※１）の方の申込書（往復はがき）は、上記のとおり加入時期に応じ広域連合から送付します。
入院をされていない方または生活習慣病と診断されていない方で受診を希望される方は、送付
時期ごとに設定される申込期限までに返信はがきで広域連合へお申し込みください。

　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化の予防のた

め、健康診査を実施します。生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、

糖尿病，高血圧性疾患，脂質異常症，虚血性心疾患，その他心疾患，くも膜下出血，脳内出血，脳梗塞，脳動

脈硬化，その他脳血管疾患，動脈硬化があります。

　健康診査の対象となる方には『健康診査受診券』をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。

健診項目　身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査　　　　受診費用　無料

問い合わせは　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎088−677−3666）
または、ながいき課（☎22−8064）へ

平成23年度後期高齢者医療制度の健康診査のお知らせ
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総合型地域スポーツクラブ

サンアリーナ
スポーツクラブ

会員募集

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

お
子
さ
ま
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

願
い
、
育
児
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44−
5059

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時6
日
㈮　

戸
外
で
遊
ぼ
う

13
日
㈮　

お
話
を
き
こ
う

19
日
㈭　

手
作
り
夏
の
飲
み
物

（
申
込
み
が
必
要
で
す
）

27
日
㈮　

お
誕
生
会

活動期間　４月１日㈮〜平成24年３月31日㈯

年 会 費　高校生以上4,000円（継続者は3,000円）、中学生以下1,000円

　　　　　※活動内容によっては、月活動費が必要です。

申込方法　申込書（スポーツ総合センター備え付け）を提出してください。

申込み・問い合わせは　スポーツ総合センター（☎22−2300）へ 　

※平日9：00〜17：00　月曜日休館（月曜日が祝日の場合は翌日が休み）

■スポーツ総合センター（対象：一般男女）

プログラム名 活動日時 コース・活動費（月額）

バウンドテニス 平日（休館日以外）
　　13：00〜17：00 フルコース 2,000円／８回 1,600円／４回 900円

健康ソフトテニス 水・金曜日
　　  9：30〜12：00 フルコース 2,000円／水曜日 1,200円／金曜日 1,200円

卓　球 平日（休館日以外）
　　13：00〜17：00

フルコース 2,000円／全曜日 1,000円／
火〜金の各曜日500円

エアロビクス 火曜日（場合により木曜日）
　　13：30〜14：30 フルコース 2,000円

■阿南工業高等学校体育館（対象：小学２年生〜中学生）

プログラム名 活動日時 コース・活動費（月額）

ジュニア
男子バレーボール

火・金曜日
　　18：30〜20：00 900円

※フルコースは、ジュニア男子バレーボール以外のすべてで活動できます。

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
10
日
㈫
・
17

日
㈫
・
24
日
㈫
・
31
日
㈫

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42−
0720

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

10
日
㈫　

ふ
れ
あ
い
遊
び

17
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

24
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

31
日
㈫　

お
誕
生
会

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　（
橘
保
育
所
）
☎27−
1441

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
2
時
30
分
〜
４
時

10
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

17
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

24
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

31
日
㈫　

お
誕
生
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21−
2002

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時10
日
㈫　

リ
ズ
ム
遊
び

17
日
㈫　

お
は
な
し
会

24
日
㈫　

お
外
で
遊
ぼ
う

31
日
㈫　

お
誕
生
会

子育てひろば
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つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

11
日
㈬　

桑
野
公
民
館

13
日
㈮　

新
野
公
民
館

18
日
㈬　

長
生
公
民
館

25
日
㈬　

福
井
公
民
館

27
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館　

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
健
康
ル
ー
ム

内
容　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ラ
ボ
の
先
生

と
一
緒
に
『
親
子
で
ダ
ン
ス
』
を
し

ま
し
ょ
う
！

定
員　
15
組
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
５
月
２
日
㈪
〜
10
日
㈫

の
期
間
中
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
教
材
費
必
要
。
託
児
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
公
益
社
団
法
人
阿

南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局
（
☎
23

−

２
６
３
０
）
へ

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
6
日
㈮
・
10
日
㈫
・
17

日
㈫
・
20
日
㈮
・
24
日
㈫
・
31
日
㈫

で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

親
子
教
室「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
」開
催

対
象　
在
住
の
就
学
前
の
お
子
さ
ま

と
保
護
者

日
時　
５
月
11
日
㈬　

午
前
10
時
〜

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

日
時　
5
月
10
日
㈫
・
27
日
㈮　

午

後
１
時
30
分
〜
２
時

対
象
者　
生
後
3
カ
月
か
ら
生
後
90

カ
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
子

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

　『暴力的なゲームや映像にふれると他者の痛みに共感する脳

の領域の活動が低下する』という研究結果を耳にしたことがあ

ります。自分の痛みばかりに敏感になり、悪意がない者に対し

ても自分を攻撃しようとしていると思い込みやすいそうです。

　子どもたちはテレビやビデオをよく見て、ゲームをよくして

います。保護者の方も「ゲームばかりして困るんです。」とい

いながらも、「ゲームをしている間は、安心して用事ができる

のでいいこともあるんですが〜。」などと話してくれます。テ

レビやビデオ、ゲーム機がベビーシッターの役わりをしてくれ

ている面も多々あるようです。

　テレビやビデオやゲーム機は、家庭の団らんの中にあってほ

しいと思います。家族と一緒に見ながらゲームを楽しんだり、

テレビやビデオで涙を流したりなど、感情や創造の世界を共有

するものだと思います。誰かと一緒にかかわることでコミュニ

ケーション力や様々な感情や知的発達も促されます。

　便利で豊かな現代の子育ては多様で困難な面もあります。し

かしながら、幼児期は、周囲への興味があふれ出るスタートの

時期です。自分から「あれは何だろう」「皆が楽しそう」「近づ

いて触ってみよう」と、自分の心と意志で行動し始める大切な

時期です。

　子どもの成長は大人から与えられるものばかりで育つのでは

なく、子ども自身から働きかけて体験することによって育てる

ことが大切です。子どもと一緒に、テレビやビデオやゲームと

かかわるためのルールづくりをしてみませんか。

学校教育課　

会場・時間

羽ノ浦公民館
10：00〜11：00

阿南ひまわり会館
10：00〜11：00

橘町総合センター
13：30〜14：30

那賀川社会福祉会館
13：30〜14：30

月曜日 火曜日
５月 9日 10日
６月 13日 14日
７月 11日 12日
８月 休　　み
９月 5日 13日
10月 3日 4日
11月 14日 8日
12月 12日 13日

平成24年１月 16日 24日
２月 13日 14日
３月 12日 6日

　赤ちゃんとお母さんのお友達づくりや交流の場です。
　予約はいりませんのでお気軽にどうぞ。
対象　１歳未満の赤ちゃん（身体計測は１歳半の子まで）
内容　身体計測、育児相談、ワンポイントアドバイス（午前は10時30分、

午後は２時から開始予定です。）
持ってくるもの　母子健康手帳
問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

子育てワイワイトーク 

− ルールづくりを一緒に −

子育て一言メモ

子ども手当の支給延長について
　子ども手当は、平成23年４月〜９月までの６
カ月間、これまでと同じ月額13,000円で、引き
続き支給されることになりました。
　なお、現況届（平成23年６月）の提出は必要
ありません。

問い合わせは　こども相談室（☎22−1677）へ
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５月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

  １  阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

  ３  益崎胃腸科内科医院 那賀川町 ☎42−0022

  ４  松﨑内科医院 中大野町 ☎23−5778

  ５  松尾医院 内 原 町 ☎26−1559

  ８  井原医院 見能林町 ☎21−0021

 15  阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

 22  阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

 29  阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22-1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　午後5時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22-1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れています。
（事前の電話連絡は不要です。）

軽症でも急いで治療の必要がある場合は、次の医療機関で受診

できます。

スポーツ施設５月の休館日
サンアリーナ ２・９・16・23・30日

那賀川スポーツセンター ６・11・18・25日

羽ノ浦総合国民体育館 ２・９・16・23・30日

羽ノ浦健康スポーツランド ２・９・16・23・30日

人口と世帯数

人口 77,521人（−182）

（男）37,360人（−91）

（女）40,161人（−91）

世帯数29,255世帯（−2）

※平成23年３月末日現在
　 (　 )内は前月対比

　社会に出て何年か経つと世の中のことがなんとな
くわかったつもりになりがちですが、実はわからな
いことがたくさんあることに気付きます。広報事務
に携わって１年、産みの苦しみと闘いながら、今日
も明日も勉強あるのみです。（山）

編集室の

窓

５月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

〜 市税の納付は口座振替が安全で便利です 〜

■市税の口座振替について

　平成23年度から市県民税、国民健康保険税の第1期からの口座

振替を希望される場合は、5月16日㈪までに指定金融機関の窓口

で手続きをしてください。

■固定資産税（全期分）口座振替済通知書と軽自動車税口座振替

済通知書（納税証明書）の郵送は５月中旬を予定しています。

市税日曜相談窓口（市役所1階納税課・税務課）
５月29日㈰　8:30〜17:00

５月の相談日
日 　開催日　　 時 　時間
所 　場所　　　 問 　問い合わせ先

法律相談（要予約）	 12日㈭

時 　13:30〜16:30　	
所 　市役所１階　市民相談室
問 　市民生活課　☎22−1116
※６月の予約は５月２日から受付。

行政相談　　　　　	 10日㈫・24日㈫

時 　9:30〜11:30
所 　市役所１階　市民相談室
問 　市民生活課　☎22−1116

登記相談　　　　　	 27日㈮

時 　14:00〜16:00
所 　ひまわり会館
問 　市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 　　　　平日開館

時 　9:30〜16:30
所 　消費生活センター
問 　消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 　　　　　11日㈬

時 　13:30〜16:00
所 　新野公民館・ひまわり会館１階
問 　人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談　　　　　　	 　20日㈮

時 　13:30〜16:00
所 　ひまわり会館１階
問 　人権・男女参画課　☎22−3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）

日 　10･17・24・31日　	 時 　13:00〜17:00
日 　13・27日　	 時 　13:00〜16:00
所 　市民会館２階　相談室
問 　男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約）　　　　　　　	 12日㈭

時 　9:00〜15:30　	
所 　市商工業振興センター
問 　徳島南年金事務所　☎088−652−1511

健康相談　　　　　　	 　　６日㈮

時 　10:00〜11:00
所 　ひまわり会館
問 　保健センター　☎22−1590

栄養相談（要予約）	 　　19日㈭

時 　10:00〜11:00　	
所 　ひまわり会館
問 　保健センター　☎22−1590

出前心配ごと相談　　　　　　	 ２日㈪

時 　10:00〜15:00
所 　那賀川支所
問 　社会福祉協議会　☎23−7288

心配ごと相談	 ２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪

時 　10:00〜15:00
所 　市民会館内社会福祉協議会
問 　社会福祉協議会　☎23−7288
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ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第58回

地元有志による模擬店。

地元の中学生の皆さん。

アルミ缶リサイクルで被災地支援を！

おにぎりをつくる婦人会の皆さん。

どんど鼓の演奏。 岩脇小学校金管バンド部の皆さん。

やめら連の乱舞。 「七曜星」による史跡めぐりのようす。

裏千家による野立。 お餅でもてなす婦人会の皆さん。

　

岩
脇
の
桜
は
明
治
20
年
代
に
近
郷
の
有
志
が
植

え
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
現
在
ま
で
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
５
０
０
㍍
の
桜
並
木
が
続
く
桜
の
馬
場
、

平
成
８
年
に
整
備
さ
れ
た
桜
堤
公
園
、
桜
の
馬
場

か
ら
通
じ
る
妙
見
山
一
体
を
総
称
し
て
岩
脇
公
園

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
花
盛
り
を
迎
え
る
こ
ろ
、
大

勢
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
そ
ん
な
憩
い
の

空
間
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
が
「
さ
く
ら
ま
つ
り

保
存
会
」
の
皆
さ
ん
。
一
時
、
衰
退
し
か
け
た
保

存
活
動
の
再
起
を
願
い
６
年
前
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
活
動
は
男
性
が
中
心
で
す
が
、
イ
ベ
ン

ト
時
に
は
上
岩
脇
婦
人
会
の
方
も
応
援
に
駆
け
つ

け
ま
す
。
最
近
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
グ

ル
ー
プ
「
七
曜
星
」
に
よ
る
史
跡
め
ぐ
り
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

桜
と
共
に
年
月
を
重
ね
る
人
々
。
花
は
散
れ
ど
、

ま
た
巡
り
く
る
春
を
待
ち
わ
び
る
人
々
の
笑
顔
は

い
つ
も
満
開
で
す
。

桜
に
魅
せ
ら
れ
、
桜
を
魅
せ
る
人
々
の
、

熱
い
思
い
に
触
れ
た
時
、

桜
景
色
の
美
し
さ
は
い
っ
そ
う
心
に
し
み
て
く
る

桜
に
秘
め
ら
れ
た
物
語
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら

桜
並
木
を
進
む
と
、
素
敵
な
笑
顔
に
出
会
え
る
。

〜地域の輝き〜
岩脇公園桜まつり（羽ノ浦町）


